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言語を使って一言語反社会学 1 

-三

一一橋爪研究室~人文社会群一一 i

園社会学はトータルな学問
「干上会学」とは、そもそも仰をする

学r，llなのだろうか。これはーパでい

うと、人間のいろいろなれみの中111/:

関係を説明する学/::/である。 一般の

学問は、研究対象となる JJ.I.fV.が政

irjとであれば政治だけといったよう

に限定されているが、十l会7・にはそ

のような限定がなL、。なせ.なら、-11(;

々が社会の中て'1:きているというニ

H に付して、!'I然干Y?のように N~t

ii(iI火のきちんとiたまった'-;::/::/:1、四

;rq'~" ;その特効 :県i に fýll えられる 。 1U!\

Lt..:i品イ?に W(' f.~í'i IJ がみ・ '{< 'iiJくよう

にきちんとしたJhL，i命力;'p'IIi、1されて
いて、 I1(I ~)がよ'{< A!('Iたされる。し

かし全(1，ii' 11'1そうとするときには特

効薬のようなものでは幼米が;i1tぃ。

泌 Jj 薬のように絞J.f/.Q(I~) に効き II があ

橋爪 大三郎 助教授 とはトータルな?JTみであって、 U;iI¥ ると解っているものをうまく *Ilみ合

、
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的な川:lliも'Ioi市に起こりうるし、終 わせて使ってtぺ)jが、/::/:gjの十日本

市/lil:lliとも|比l係してくるかt.'，である。(1'，)な解決にjJ;びっく。き iu、な公尽

さらにJfxifi、:j'，殺なi::"-、;)L ~ んなこ (I~ )体系があり、 )jWぬがきちんと舷

とを11'，:;'; '1: i訂て1ド!，/~する、そういう

全体的な{{:{!:が人lIiJである。fごから

U.;'下ゃH.ii汗 '~?といった独 fにした " ;::1::1

分野の、相互関係ii'f及う必裂がてて

くる。

よって社会学は、我々がふだん学

んでいる自然科学 とは/:l/!illの解決の

方法がかなり奥なっている。社会学

は漢方薬に例えることができる。そ

ウ. されていてi' 1~UI'I' て解?与がひら

れると L、うような予/lilではない。

てはその社会午:にf"Iii' i-Ilみ込んで

新しい体系を(1;り」二げていくか。そ

れは、 II~I 々の社会学i'í'が考えること

である。今1"/お，1，1;を同った僑爪先生

は、 言語に折目され、現在言語派社

会:';::の樹立をめざして研究ぞなさっ

ている。

園既存の社会学における問題点
先生が大学て社会学を始められた パーソナリティーシステム tして捌

頃の有力な立場は、システム論とマ 分化される。社会の全体像を記述す

ルクス主義てあった。

システム論とは、社会を一つの複

雑なシステムであるとみなして社会

そ解析していくものである。社会は

るためには、要素ごとに記述でき、

かっその相互関係も記述できること

が必要てある。

だがこの場合、システムとして全

企業とか地域といったように、個々 ての現象を捉えきるためには、それ

バラバラの要素て情成されている。 を見る視点力fi::"こにあるかといフニ

さらに、それぞれの要素I.t.細分化て とが重要なポイントになる。社会を

き、最終的には、個々の人nnまで、 客観的に観察するためには、それか
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ら 1~1f.れた 111: ;7fて'1眺める必要がある 。

しかし、人川:1パーソナリティーシ

ステムとして社会のrl'て生きている。
だから臼分自身全社会の外(!!IJにt4:い

て鋭祭するということは、矛盾した

行動である。

システム論をnJ-、て社会を記述す

ると、 liniかにいろいろなことを説明
て‘きるが、人間が社会を生きている

というリアリティーが洛ちてしまう

のだ。具体的に言うと、人間が意味

をJTI'，併したりするのはなせ.か、他の

人/iiJii'JTI[併で.きるのはなせ.かといっ

たー託手十111.(的な社会関係の基礎の古1;

分がII}jWにに述できないのである。

このような:!n;;{，'の悦点というもの
を11正り込むことが、システム論:1非

常にイ;1リーTーである。

これに対してマルクス主義は、イ

デオロギーとか上古1;情j23H与えるこ
とによって、システム論では11<.り込

むことが矧しかった、人I1Uが生きる
意味についてもいちおううまく耳Zり

込んでいる。 t..:'がマルクス主義て-

Ifi:の/llJ:lli..!，Z:.t.、 この考ーえ方が示す社

会法f!iJが、人川の社会は古代社会か

句資本主義を経て社会主義、共産主

義へと流れるとする、歴史法fllJだと

いうことである。歴史の流れは人I1H
には引かしがたいものであって、人

HH:まその'/，でジタパタしでも、大き
なiよ:I!iJttは変えることはできないこ
とをいじることが、マルクス七義に

は必要てある。しかし、側々の人IlH

の '1 : きている立1I~えが服l.tとつながら

ない均介は、-11(;々 の社会の成立ちを

うまく説明できな〈なる。 また、本

当に歴史がそのような大きなitれを

たどるかどうカ・証IIrJされていない。

その時史のjtiれを信じな-.、と?ルク

ス主義がをriまらないのだとした b、
これは干ドl:て:ifiいはずである。仮

にそのような歴史j去I!iJがあるとして

も、いろいろな考え方を持ち、向1I1
に行動する人川が1よまった均イ?に、

どういうロジックて社会にi1:I!iHtが

Ll\ JJ~ してくる のかカワ命J正てきていな

い 。 それに、日fI~ 1~ ，~命の立川に þ~ ち、

物n .fJ~~~ しかないと j:~U してい な カf

ら、イデオロギーや観念といったも

ののi'{{I:を，泡めていることもイイ訂を

合んでいる。

園言語派社会学一中間的存在としての言動用いて
llHがの村会中では、 どうしても突 l見/(ぷがない、 という liij-f1{て社会を促
破できない川辺が伐る。ならば、l!記 えてきた。 だがJJ~~< として WJf系があ
存のt!:'会，・jそが乎をf・jけていない釘iiA

に、社会q:的な1Y.，1f系を説"11するため
の新しい手j去を築けないかUtF，爪先
生は考ーえられた。そこで.目をつけら

れたのが言語である。先生が言語に

着目された理由は、言語が持ってい

る不思議な性質のためである。各人

の主観的な世界、例えば感情を表す

ためには、自分自身にとってそれが

どういう感情ーだったか具体的に把握

るのは当り日ijのはずである。そして、

このこっそ結びつけるのが、中/i日的

存在としての言尽と考えられる。動

物の関係と人間の[J，I，J係が違うのは、

言語やその他の記号を1li!って抽象的

な関係をつくりだすことで、会った

こともない人との聞にもいろいろな

社会関係が生じてくるという点だ。

人間社会は言語と非常に深いつなが

りがある。とする t、ここに二通り
できることが必要で、このときには の考え方が可能である。一つは、何

Eうしても言語を用いなければなら

ない。しかし他の人にも分かるから

~~-誌なのであって、他の人と共有で

きることが前t是となっている。この
ため、言語は客観的なものだとも言

λる。すなわち言語は、主観的な性

質も持つし、客観的な性質も持つと

いうことになる。

伝統的な留学でI.t.、世界は物質世

界(客観)と精神世界(主観)で出

米ていて、この二つの世界には相互
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か他のn~1ltから、言，zlfがこのような iíÎ!~:'~)(I~J に与-えて t 、 ttばtl会を，leillで 日本という国は、従来分かりに〈 用いる言葉ぞかなり抽象化する必要 生li考えられた。仏教はインドから

社会現象として成立したと説1111する きるはずだ、 という与え }jも1&り立 〈、記述しにくい国だt言われてき がある。しかしヨーロッパではあま シルクロードを通って中国や京l十jア

ことである。一方、そのように.JlJ日J句 つ。 この{走行の -l~)めが、防Jr，光'1:の た。なぜFそのように言われるかとい り高い抽象性が必要なかったので¥ ジア、日本へ伝わってきた、民絞に

(I~ に説明できな tt tl ば、 t1 IHf~ 化っ 考えられたI~. ，i!fiJ氏f.I会・γ:なのfご。 うと、今まであった社会学の別認は ヨーロッパ以外の社会を記述するの とらわれないもので‘ある。 L.かし、

ていることを前提として、そこから ヨーロツバ人が使ってきたもので、 に適当な言葉はUIJられなかった。 fご それぞれの社会ごとに形を変えてゆ

ヨーロッパの社会をうまく記述でき から、伊IJえば言語とか性とか権力な き、日本にくると日本独特の仏教に

園 記号空間論一言語と性と権力と
るように作られていたためである。 Eという、抽象性が高くて、日本も なった。本Jjt?Fi即日jであるはずのも

それだから、文化的に脈絡の違う世 ヨーロッパもうまく記述できる言葉 のが、日本に入って米るこ tで変形

言認を公開と して取り込むと、い {l!}: b '1:じてくる。また人川に:i，r~袋 日lに持っていくとうま〈記述できな で新しい理論を組み立てる必要があ してしまったのだ。これは仏教だけ

ちおう全ての社会現象をカバーでき !必というものがある。これは刷物に い。例えli、人終とか自由と いった る。そして、ヨーロッパの社会を説 でなく、{布教に|刻しでも同じ様なこ

そうt::が、それだけでは完全と i.tI ~. はないことなので、 tt(セックス〕 言葉て、アフリカの原始的な社会を記 明する場合や日本の社会を説明する とが行えるはずt::0 Jt，問におけるオ

えなL、。そこで光'1:li、;71;li以外に が社会的な引~~であるという ーつの 述しよう tする t無理が生じる。そ 場合には、それぞれもう少し具体的 リジナルなものにどのようなjJ;が加l

"'t1: (セックス)"とい椛}j"をj虫力:なも ねH処になる。さらに人IIIJには礼会的 れよりも、引地の住民の吉訟を)!J~、 な三*をfJ1!って説明すればよしヴごろ わってこうなってしまったのか合併

の tして付け加えることにより、 ι: なI'U;IJというものがある。このよう た方が、うまく説明できるはずであ う。このようにすることで、二つの 町lすれば、 11 本が仏殺やî~i教が人っ

Jlfil氏の一つの !U判I~JなJ11!..i命化の.Jtみ に、・r/::J.t1会をつくる市裂なh;[.f1i1.の る。 社会に|民l係がつけば、川}jの社会が て*るIjijから持っていた独1'1のIjij.j".'t

として、 jU5;JE川泌をm;弘、tてよう ーっt.:i:..;える。 どのような社会でも記述て‘きる枠 比較できたこ とになるのだ。 というものが川らかになるはずで'あ

とされている。 ，iM!?とrlーは、フオノレムケ介するか 組みをつくるこ tが社会学の役割だ このようにして日本伝記述するた る。

I ~. Mf:i、形式(フオルム)を介(I どうかの:れ引( ・て¥ ": L、に独立し とするならば、社会を説明するのに めには、仏教に必こ目すればよい t光

させているという点て\I:IH)~的な人 たh;[.f1II.て.ある。しかしあらゆるJ.lt'.象

園東工大で人文社会学をお、意義について11111対係を1<している。111Jliはそれ1'1 をI~'，;!Hヒしようとしてら、 iiげをに残

f+:・qtiの品di}Jてあって、J'Ir.~I見~の ってしまうものがある。その古1;うれま

-ってしかない。t.:'が、フォルムて パ川よりもさらに川似 (I~Jなもので、 京工人・はまぎれもない.f111科系の大 は、被う I::/Miがあまりに身近にある ておく }j;がよいとのことである。も

あるからこそ火ナ:に交検することが パ。;Jlて仰 λることはできなL、。それ 学である。そのため人文社会関係の ため、気力Ifナきにくいことである。 う 一つは、 '.11- 1"1 念日I~れて九勺岳の人川

てき、1I.¥"'IIIJゃ・伝川'r怯えて{也の人に はいわば.tLl(集))に起Iklする人川|対係 科目を軽視する学生もいる。そこで fごからちょっとしたコツて、わかるよ いなった時に、j11[系のことしかやっ

fぷj主できる。そうして、〉;:殺とかiJ; で、これ令"firUJ"1:. L 、う。ゥまり、 橋爪先生にその事を言ってみると、 うになるはずだし、わかるようにな ていなければ、自1:きな ことをやれと

fItといった新しい社会|民|係がてきあ 引%に!.l:起こっていないが、 r -..; 』フ 「うーん、そうですか。それは当然 れば、社会学がより凶臼くなるはず 行われでも、 f"fをやって良いのか令

カ?ってくる !:aえる。 なるといけないから、このように行 です。今までの社会科学は函白くな であるとも先生はおっしゃられた。 fもわからな〈なってしまうかもしれ

それ以外に、人間と人間が直1tl対 1i}jせざるを仰ない」ということが権 いから。決まりきった学問として勉 また私たちがこの理系の大:手で社 なL、。そういう .¥}:I味て欠務Lた部分

係を持つ場介が考えられる。これは jJなのだ。だから、定!像力の乏しい 強したらあまり面白〈ない。そうで 会科学を学ぶことの意義について、 をf1'らない)jが良いはずで.ある。

セックスの関係と言える。身体であ 小さな子供な EにはNUJはあまり働 はなくて、自分の日常と関係がある 先生は、 2つのレベルで答えてくだ r~だったら、やらなくても t 叫、、
ということがわかれば、何だって面る人間は、他の身体から生まれてく かない。また人々が、死後のことを さった。 lつは理系の人/lJJといえ E んだよ。 t.:'けどアンテナを延liLて

るという形でしか存在し得なL、。こ 考えることから形成される宗教ト 白いですよりという答えが返ってき も、日本の企業文化tか、現代の資 おく t.:'けでも L叫、。人IJをかじるだ

のような関係は、母と子の関係てあ 一つの権力と 言える。 た。自然科学の難しさは、二階微分 本主義文化といった現実の社会で生 けでもいL、から、そういうものを捌

り、社会関係としてみると家政にな 方程式が解けないとニュートンの運 きている。そこにはいろいみな人間 んでおけば、将*それがfI分のi:.:it

る。ここから結婚という関係も派生 記号空111/論の着目が正しければ、 動方程式が理解できないように、入 関係がある。だから、理系の人IlH 主張になるかもしれない L、文系の

する。このような意味での性関係一 社会の変遷の仕方と、言語、性、権 口にある程度の高さがあることであ いう自己限定があっても、人文社会 人たちとも友達になれて共通な，1TiW
力それぞれの変遷の仕方とは、ぉ互 る。それに対して社会科学の難しき 学についても最低限のことを踏まえ も出米るだろう。」

いに関係があるはずである。例えt.f

貨幣は、言語t権力の特別な組合せ 最後に橋爪先生は職業的な専門家 軍人など職能を持った人たちが、自 日本のことぞきちんと説明できるよ

と考えることが出来るfごろう。貨幣 に期待をかけているとおっしゃった。 分達は世界共通のフォーマットで世 うになり、もっと世界の中でうまく

を介在して、マーケットといった人 例えば職業として自然科学者である 界につながっている、という自党を やっていげるようになるfごろうと先

間関係が生じるのである。橋爪先生 問は、日本人であるということを意 もって自分の持ち場を守れば、一般 生li考えておられる・0

は、今後この理論の応用として、日 識しないで世界共通のフォーマット の人にも世界全体がありのままに見 (片山)

本の社会の歴史的な成立ちを考えて の上で仕事をしているはずである。 えてくる。そうして社会像が見えて

いかれる予定だとおっしゃった。 政治家やジャーナリスト、外交官、 くると、-jj空の日本人が、外国人に
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足羽来斤~~泳炎、豆AヌLモヨs(45) 
1991年(平成3年)3月 2白(土彼自)

〈今週のスビーカー〉

橋爪、大三郎氏
lましづめ・だいさぶろう 191fltl;鎌余
刊行1，まれ。1)u;U:定k".戸助教筏。 71il;Jl!
1;(火，'j>.人;乍It'ol¥9τ1:，以科修了。く["lrrli>派
社会'手の側、zをめ;:<，"，r--jJ、EJ:本の知的
n論をめぐって限似的に苅口している。
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め
て
音
固
な
る
大
窪
を
畑
崎

一
ン
」
と
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
」
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

せ
ん
と
し
て
み
た
り
す
る
よ
り
は
、
一
な
ん
で
ず
。
あ
る
と
と
ろ
で
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に

シ
ラ
ケ
ル
こ
と
に
よ
っ
て
そ
う
し
た
一
全
く
的
地
し
て
い
な
い
よ
う
な
こ
と
が
平
然
と

既
成
の
文
脈
一
切
か
ら
身
を
引
き
縦

一
辺
川
し
て
い
お
。
例
え
ば
川
以
に
つ
か
っ
て
M

し
、
一
度
す
べ
て
を
相
対
化
し
て
み
一
欣
を
欧
う
人
た
ち
が
い
っ
ぱ
い
い
る
と
か
.
あ

る

方

が

ず

っ

と

い

い

」

一

石

い

は

、

n
N党
の
辺
市
の
や
叫
ん
と
か
に
は

こ
れ
は
一
九
八
三
年
に
出
版
芭
れ
た
一
根
本
、
以
い
も
の
に
は
符
か
れ
ろ
と
い
っ
た
、

浅
田
膨
の
「
川
沿
と
力
」
(
動
車
富
一
日
小
4
以
外
で
は
泊
川
し
な
い
よ
う
な
慣
例
が
た

房
)
の
一
開
。
浅
田
を
は
じ
め
中
沢
一
く
『
ヤ
ん
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
と
は
別
に
、
川

八
0
年
代
に
一
世
を
凪
脱
し
た
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
思
想
が
、
最
近
と
み
に
色
あ
せ
て
き
た
。
豊
か
な
資
本
主
義

を
字
受
し
「
巡
い
」
や
「
戯
れ
」
を
強
制
し
た
乙
の
思
想
は
、
か
つ
て
の
マ
ル
ク
ス
主
義
に
代
わ
り
、
消
費
社
会
の
ス

のタ
要イ
;f，ル
をに
残ぴ
τr っ
白た
本り
のと
現マ
実 2

覧E
安心
Tζ る
自よ
前う
のに
思見
想え
のた
砲の

立時
空時
宗祭
ち自並
々もし
く
招

問主
主z
は:九
宮多
川分
匡に
司前
記近
者代

l
l八
O
州
代
は
じ
め
と
ろ
か
ら
日
本
で
は

「
ポ
ス
ト
モ
ダ
と
と
い
う
川
県
が
狗
い
υ、

ハ
誌
の
れ
小
川
知
行
が
φ

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
以

鯨
山
チ
と
附
ば
れ
た
り
し
た
.
そ
も
モ
も
ポ
ス

ト
モ
ダ
ン
の
以
似
と
は
な
ん
な
の
で
し
ょ
う
.

内
爪
一
般
的
に
は
、
山
鎖
の
分
肝
か
ら
始

ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
了
。
あ
4
0
附
則
h
T
b

ト
ン
刀
リ
山
内
併
と
か
ア
ー
チ
烈
と
か
、
大
N
6

を
た
く
占
テ
印
使
っ
た
向
妙
な
か
っ
こ
う
の
組
物

が
た
く
さ
ん
川
て
き
て
、
股
間
性
、
作
則
性
を

一
目
し
て
泊巾吊
し
て
い
た
心
代
総
後
と
は
随
分

進
っ
た
印
税
を
ツ
え
た
。
そ
こ
に
は
一
円
で
い

え
ば
、
そ
ん
な
に
ま
じ
め
に
一
冷
尚
宏
ぷ

め
な
く
て
も
、
州
・
H
け
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、

と
い
う
よ
う
な
玲
似
が
め
っ
た
.
同
じ
ζ
ろ山抽

出
銭
に
も
似
た
よ
円
必
巧
え
引
が
山
始
め
て

い
て
、
マ
ル
ク
ス
ホ
戦
と
か
%
か
引
い
山
賎
が
、
あ

る
べ
当
社
会
の
ft

…7ル
と
か
人
間
の
一
作
山
州
川

-

と
か
を
ま
じ
め
一
本
や
り
に
泊
四
ん
し
て
い
た
の

に
対
し
、
そ
れ
は
ま
ず
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
飽

か
な
郡
山
の
社
《
花
住
章
。
我
々
の
峨
党
に
ぴ

一
っ
た
り
し
た
狗
忽
で
、
閉
山
に
も
の
を
唱
え
た

一
ら
ど
う
芯
o
r
J、
と
向
い
出
し
た
・
そ
れ
が
ポ

一
ス
ト
モ
ダ
ン
の
胤
初
だ
っ
た
と
瓜
う
ん
で
す
。

西
欧
が
到
達
し
た
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン

日
本
の
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
無
関
係

l
l
M削
官
品
川
に
は
フ
ラ
ン
ス
で
は
や
っ
た
川
出

総
そ
上
合
に
し
て
い
る
と
さ
れ
ま
す
が
。

間

爪

フ
ラ
ン
ス
の
利
村
山
殺
、
つ
ま
り
ポ

ス
ト
椛
山
小
中
山
艇
を
わ
か
り
や
す
く
し
ゃ
べ
っ
た

の
が
れ
本
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
と
巧
え
て
い
い
.

マ
ル
ク
ス
主
句
艇
に
こ
だ
わ
ら
す
、
A
1
の
資
本
主

義
で
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
抑
え
を
削
船
日
比

し
て
い
た
。
か
つ
て
の
口
論
の
リ
ー
ダ
ー
は
、

マ
ル
ク
ス
中
山
由
刊
に
氷
川
酬
が
あ
っ
た
似
後
の
巡
渉

的
知
峨
人
だ
っ
た
が
、
そ
れ
と
は
余
く
巡
っ
た

打
い
附
列
行
や
川
論
家
が
仰
い
F
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
山
間
か
な
前
向
社
会
で
舟
っ
て
さ
た

れ
い
人
の
凶
犯
に
ゾ
ィ
ッ
ト
し
た

i
i・

「
『
明
る
い
震
か
な
未
来
』
を
綴
〈

削
初
刊
の
司
代
以
似
は
い
ま
川
ル
』
巧
え
れ
ば
よ
い
の
か
』
(
助
以
内
M
)
は、

代
〈
司

h
u
L
Y
Uりし
子
日
必
快
」
吋
・
4
叫

E
、
-
本
山
川
J
ぬ
が
川
一
川
刊
に
政
川
し
な
い

1
1
1
H
i
-
f
i
-
i
l
l
i
t
-

-

げ
州
凶
佐
川
快
に
川
州
さ
あ
か
J
e
倫
州
、
法
作
、
川
山
思
制
川
、
政
川
川
、
脈
問
、
一
似
紛

と
い
っ
た
門
泊
の
出
凶
が
川
析
し
て
い
く
k
で
、
附
山
川
を

mfvゐ
川
凶
か
ら
け
を

そ
む
け
て
き
た
ζ
れ
容
の
則
一
位
恕
特
し
、
外
川
へ
川
い
つ
く
「
小
ヤ
ツ

子・

γ
ヅ
ゾ
」
の
以
似
か
-
打
の
創
刊
剛
山
を
れ
必
ず
ゐ
・

『
け
附
と
し
て
の
H
M
へ
umJ'』
(
似
け
利
聞
社
)
は
J
ル
ク
ス
ド
ぃ
伐
と
け
ぷ
川

燃
訟
の
用
量
じ
て
、

γ
ク
イ
ユ
・
ん
な
社
《
り
γ
の
必
MM引
か
砂
、
こ
の

ほ
か
「
は
じ
め
て
の
附
山
川
町
2
3
M
M
H札
一
代
訟
円
)
ゃ
な
れ
の
け
川
一
円
陀

(
勅
爪
内
川
町
)
な
ど
が
あ
ん
.

界
中
ど
乙
へ

W
Uて
も
恥
ず
か
し
く
な
い
自
動

mや
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
も
つ
く
れ
る
。
ス
ー
ツ

を
曲
目
て
る
し
、
続
会
も
民
主
主
艇
も
何
で
も
あ

る
じ
ゃ
な
い
か
.
と
れ
は
立
派
な
モ
ダ
ニ
ズ
ム

で
す
ね
.
な
お
か
っ
、
そ
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
が
行

声
泊
ま
っ
た
と
い
う
削
槌
で
、
乙
れ
を
ど
う
乗

り
趨
え
る
か
と
い
う
知
的
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
み
た

い
な
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
を
や
っ
て
い
る
.

l
l丙
欧
が
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
と
白
い
出
す
ま

で
の
泊
料
と
、
日
本
が
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
を
受
絡

し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
と
は
、倒
的
に
会
〈
波
う
。

橋
爪
ほ
と
ん
ど
関
係
な
い
ん
で
す
ね
。
例

え
ば
A
Y
で
と
そ
世
"
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
日
本

の
向
剛
山
だ
っ
て
、
民
初
は
ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
生

間
だ
っ
た
・
つ
ま
り
削
品
は
糸
町
山
外
凶
か
ら
輸

入
し
て
組
み
立
て
て
、
%
成
品
に
し
て
、
日
本

m内
で
巡
ら
せ
て
臨
ん
で
い
た
。
次
に
や
っ
と

パ
テ
ン
ト
供
服
を
始
め
た
・
外
川
か
ら
特
併
を

W
H

っ
て
き
て
、
パ
ー
ツ
を
徐
々
に
円
本
で
附
述

し
で
つ
く
っ
て
南
元
。
で
恥
肝
心
の
ノ
ウ
ハ
ウ

は
依
例
外
向
に
あ
る
・
そ
の
次
に
い
よ
い
よ
臼

淑

mHの
も
の
を
つ
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
工
擦
は
そ
れ
で
よ
か
っ
た
が
、
知

の
公
仰
は
大
佼
だ
。
内
酌
山
川
は
約
一
川
紀
前
に

苅
川
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
州
問
山
の
以
統
は
古

代
キ
リ
シ
ャ
か
ら
あ
ゐ
わ
け
で
ず
か
ら
・
A
Y
の

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
は
、
叩
い

mが、
mM仰を
w
H
っ

て
き
て
机
み
一江て
て
い
る
ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
み
た

い
な
も
の
じ
ゃ
な
い
か
と
胤
う
ん
で
す
.

ll回
い
っ
ぱ
い
刊
の
び
し
な
い
と
追
い
つ

け
な
い
.

開
爪
筒
井
朕
附
の
「
文
市

dm峨
肝
教
授
」

の
山
一
"
で
す
よ
・
あ
の
小
仰
で
附
野
教
段
は
文

兵
批
判
川
と
か
制
作
附
誼
訴
日
比
例
し
い
ん
で

す
け
ど
、
彼
が

n分
で
品
り
え
た
と
い
う
の
は
あ

ま
り
を
て
、
み
ん
な
抗
議
な
ん
で
す
ね
。

プ
レ
モ
ダ
ン
と
モ
ダ
ン
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
が
あ

お
日
本
に
い
る
か
ら
に
は
、
一
つ
作
飛
び
つ
か

ず
、
そ
の
聞
を
往
復
泌
動
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
は
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
以
r
Jんで
T
.

日
本
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
思
想
は
、

現
在
の
豊
か
は
消
費
社
会
の
現
実
を

解
脱
す
る
の
に
は
、
き
わ
め
て
明
快

で
し
か
も
新
鮮
な
図
式
を
与
え
て
く

れ
た
.
例
え
は
、
新
し
い
フ
7
ッ
シ

ヨ
ン
を
求
め
、
次
々
と
「
遭
い
」
を

見
つ
け
出
す
行
動
叩
式
を
「
自
己
盤

同
化
」
と
い
う
常
時
踊
で
眼
目
制
し
た
り

し
た
。
し
か
し
、
戦
割
が
始
ま
り
、

一 一ー.
一

畳
か
な
社
会
の
足
元
が
惚
れ
始
め
る

と
、
こ
う
し
た
現
実
の
面
白
い

e
タ

ネ
明
か
し
々
を
す
る
思
想
へ
の
満
ち

足
り
な
い
気
持
ち
が
菅
野
っ
て
く
る
・

日
常
の
ド
口
く
さ
い
問
題
は
苦
手

モ
ダ
ニ
ス
卜
の
方
が
ま
だ
役
立
つ

ー
ー
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
は
、
二
者
択
一
岸
お
ら

れ
る
単
純
な
間
出
聞
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
附
し
て

く
れ
ま
せ
ん
ね
.

情
爪
ド
ロ
く
さ
い
問
姻
と
い
う
の
が
科
手

な
ん
で
す
よ
・
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
人
の
向
く
も

の
は
シ
ャ
ー
プ
で
す
と
い
・
と
と
ろ
が
ふ
と
凶

作
帥
に
返
る
と
、
例
え
ば
選
撲
に
な
れ
伊
川
M

山犯

と
社
会
党
と
な
ん
と
か
持
U
か
な
い
。
ポ
ス
ト

モ
ダ
ン
党
な
ん
か
ど
こ
に
も
な
い
ん
で
す
.
自

術
隊
の
派
虚
と
か
九
十
億
J
の
支
提
川
凶
も
、

や
る
べ
き
か
や
ら
ざ
る
べ
き
か
、
ど
っ
ち
か
巡

ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
だ
っ
て
あ
る
.
ど

う
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
と
考
え
て
し
ま
う
.

そ
の
点
、
八
O
作
代
に
は
や
っ
た
江
戸
ブ
ー

ム
と
い
う
の
は
似
徴
的
な
ん
で
す
@
江
戸
時
代

の
消
費
は
町
人
が
伺
い
、
民
士
は
拙問
問
問
な
ん
か

し
て
は
い
け
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
成
均
、
叩
事

と
か
別
の
担
う
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
.
そ
う
い

う
緩
み
分
げ
を
し
た
の
で
す
が
、
限
後
六
O
U『

代
以
降
の
日
本
は
、
あ
る
恕
昧
で
全

Mwb山戸
↓の

附
入
社
会
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
も
い
え
る
・

つ
ま
り
政
治
、

m
m、
外
交
は
巧
え
ず
、
代
わ

っ
て
米
川
問
が
将
え
る
役
慨
に
な
っ
た
。
日
十品は

士山崎
J
附
の
町
人
の
仰
分
そ
や
っ
て
い
れ
ば
よ

く
な
っ
た
。

ζ
れ
は
、
本
山
の
「
知
」
に
と
っ

て
は
日
大
な
欠
尚
だ
っ
た
ん
で
す
・

1
1門
過
の
人
の

nm巾
山
附
の
大
引
な
別
分

を
カ
バ
ー
す
る
よ
う
な
も
の
の
白
い
力
は
し
て

く
れ
な
い
.

情
爪
ま
だ
モ
ダ
ニ
ス
ト
の
万
が
ド
ロ
く
さ

い
問
姻
で
は
役
に
立
っ
と
と
が
め
る
・
い
じ
め

m掴
が
削
こ
っ
た
と
き
に
は
、
い
じ
め
ち
ゃ
い

げ
な
い
と
か
、
日
教
組
の
人
は
討
っ
て
く
れ
る

わ
け
で
究
役
に
立
っ
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
.

と
こ
ろ
が
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
人
の
回
い
刀
は
や

や
こ
し
く
て
、
お
叫
ゆ
え
に
は
ち
ょ
っ
と
わ
か

ら
な
い
・
だ
か
ら
モ
ダ
ニ
ス
ト
だ
っ
て
氏
だ
道

具
を
手
、
ろ
え
て
枝
川
制
し
て
く
る
似
州
が
め
る
だ

ろ
う
。
問
M
山
銘
の
金
丸
注
ん
な
ん
か
、
何
か
将

え
て
い
る
よ
う
な
感
じ
す
る
で
し
ょ
う
.
伊
川

や
川
胤
似
は
そ
う
い
う
人
た
ら
め
矧
以
や
州
織
と

本
山
斗
は
渡
り
合
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
・

l
lア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
人
も
な
か
な
か
火
佼

な
と
と
に
な
っ
て
告
た
.

偶
爪
プ
レ
モ
ダ
ン
の
人
と
も
、
モ
ダ
ニ
ス

ト
と
も
A
引
ス
ト
モ
ダ
ン
の
人
と
も
つ
舟
X
Hう
.

そ
れ
か
ら
H
4
4
が
こ
れ
だ
け
近
代
化
し
て
い
る

よ
う
で
い
て
、
な
ぜ
欧
米
と
決
-M的
に
淑
ろ
削

分
を
い
つ
ま
で
も
引
き
ず
っ
て
い
る
の
か

1
1

布
典
氏
何
万
円
か
そ
包
ん
で
し
ま
う
と
い
ろ
よ

う
な
供
約
パ
タ
ー
ン
の
削
似
を
、
円
分
の
浦
川
相

で
問
山
尚
エ
』
め
て
い
く
・
そ
れ
は
V
ル
ク
ス
品
川
崎
明

が
教
え
あ
附
山
見
で
は
わ
か
pnな
い
。
そ
の
た
め

に
刀
法
が
必
別
な
ら
ん
以
そ
り
え
心
。
外
川
に

あ
あ
な
ら
ば
、
ぞ
れ
そ
仰
い
、
見
つ
か
ら
な
け

れ
ば
円
分
で
つ
く
れ
ば
い
い
の
で
V.

文ヤ
l

¥
え
¥
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問
題
点
を
解
明
す
る
社
会
科
学

の
役
割
は
医
療
に
似
て
わ
る

k
U
叫ト比叫に
へH
M
m
す
る
:
:
:
ニ
れ
が
伐
r
り
の
け

僚
だ
.
そ
れ
で
は
‘
そ
の
ぷ
川
閉
じ
校
に

一
体
川
を

求
め
て
い
る
の
か
?
日
分
が

H
mと
し
て
い

るト
AHV
に
は
‘
と
，凡
な
正
中
し
が
い
る
の
か
そ

.
』
で
ど
凡
な
司
、

t
が
附
山
花
さ
れ
て
い
る
の
か
を

知
る
デ
1
9
は
伐
ら
の
川
り
に
あ
ま
り
に
も
少

な
い
。
興
味
が
あ
る

7
H什
が
あ

っ
て
b.
，てれ

に
A

さ
わ

L
い
正
川
t
が
ど
こ
の
ト
人
・f
に
い
る
の

か
.
わ
か
h
な
い
と
い
・フ
人
も
い
る
の
で
は
な

い
だ
み
-
ヲ
か
e

ニ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
.
いみじド

み
な
分
野
て
析
析
な
.
ま
た
ぷ
欲
的
な
側
先
を

し
て
い
る
先
川
!
と
そ
の
附
先
に
け

M
L.
約
介

し
て
い
〈
。

へl
咋
sh

悼
の
mw

川
は
.
点
以
.l
来ト八
"。r
で
社

会
eJJ
T
教
え
る
紙
爪
k
.郎
助
殺
伐
を
お
外
ね

し
た
。僑
爪
先
生
は
.専
門
の会一
同組。
派
社
会
予

の

m，F
T
H桁
寸
.
ト
ペ
広
〈

舵

に
山
け
て

政
治
.
H
H
羽
川
悦
会
同
際
関
係
な

E
に
つ
い
V

て
的
体
的
に
先
パ
さ
れ
て
い
る
.

ま
ず
れ
会
科
・一f
と
は
何
か
‘
ま
た
社
会
科
予

を
一
じ
A

・
』
と
の
ぷ
花
は
川
門
か
と
い
-
コ
ニ

t
か
-h

ぉ
，
呼
ね
し
て
み
よ
・
コ
。

「
H
HA
4
利
下
t
'H
然
日
竹
下
の
H
m
k
の
注
い
は
、

社
会
科
"
下
は
州
究
す
る
司
』

t
に
よ
っ
て
村
仙
艇
が

変
わ
っ
て
Lee--フ
t
い
う
こ
と
で
す
。
山
崎
利

子
が
物
抗
的
別
総
を
叫
児
九
し
て
も
そ
の
物
n
'H

仕
仰
が
変
わ
る
こ
と
は
な
い
わ
り
で
す
.
パ
イ
品
川

を
い
〈
ら
研
究
し
て
も
バ
イ
附
の
行
動
パ
タ
I

j

i

l

-

-

$ぎてい否人1とぎの討会のメカニズムを研究す~学周/:;o 1t(，ご%t(tレてゆぐ t!!!f.;æJ言渡すために

何を忽夕、とラ判断をレていぐのか?ごの周IH(，ご房ft思想の分野t;、 6アプローチす~o

企郎
ン
が
変
わ
る
わ
り
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
.
だ
け
E

U

引
会
っ
て
:
Hう
の
は
飾
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

変
わ
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
.
例
え
ば
.
経
済
の
こ

と
を
附
究
し
て
純
情
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
・

τ
』が

必
い
っ
て
こ
と
が
分
か
れ
ば
.
そ
う
な
ら
な
い

よ
う
に
変
え
て
い
〈
こ
と
が
で
き
ち
ゃ
う
.
政

治
ち
そ
う
、
主
化
h
.
山川叫
H
.

教占
H
も
そ
う
で

す
.
{
自
然
科
学
で
)
一
得
似
て
い
る
の
は
以
午

で
し
ょ
う
ね
‘
川内
・一f
を
研
究
す
る
t
M
V
Aが
分

か
っ
て
治
っ
ち
ゃ
う
で
し
ょ
う
。
低
成
に
な
る

で
し
ょ
う
、
川
阿
っ
て
い
る
人
が
助
か
る
で
し
ょ

う
・
社
会
科
学
も
肉
じ
な
の
で
す
・
社
会
っ
て

い
う
の
は
.
い
つ
で
も
問
題
を
抱
え
て
図
っ
て

い
る
ん
で
す
.
だ
か
-b研
究
す
る
の
で
す
.
研

究
し
た
ら
.
社
会
が
こ
う
な
っ
て
い
た
ら
い
い

っ
て
い
う
の
が
分
か
る
.
そ
の
結
果
、
み
ん
な

が
そ
れ
を
納
得
す
れ
ば
社
会
は
変
わ
っ
て
い
〈

ん
で
す
・
そ
こ
が
岡
山
本
的
に
自
然
世
て
違
う

の
で
す
.
自
然
科
学
は
永
遠
不
変
の
法
制
を
求

め
ま
す
が
.
社
会
に
は
不
変
の
法
則
は
な
い
ら

し
い
.
変
わ
る
ん
で
す
か
ら
法
制
で
は
な
い
.

総
則

t
か
‘
慣
刷
白
な
ん
で
す
.

で
す
か
ら
.
-
社
会
科

".4?"合
助
機
っ
て

パ
う
の
は
知
的
財
舟
心
b
き
る
-
』

t
な
が
ら
‘

他
の
人
間
仁
川
寸
る
附
心
、

h
H
分
た
ち
の
行
会

や
‘
他
の
社
会
‘
他
の
文
化
地
球
上
に
我
々
が

た
ま
た
ま

q
.治
し
て
い
る
っ
て
い
う
自
分
を
合

め
た
ト
ー
タ
ル
な
こ
の
附
一
昨
仁
川
.
す
る
関
心
と

い
う
の
が

一
併
の
剣
捻
に
な
る
わ
け
で
す
.
そ

う
い
う
こ
と
に
附
心
が
あ
る
人
に
社
会
科
学
は

向
い
て

t
す
ね
.
引
分
の
附
一
昨
が
扶
す
ぎ
る
へ

、.

，白

〆‘.

0

、凶
‘
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自
分
と
そ
の
隙
近
所
の
人
間
に
し
か
関
心
が

な
い
人
に
は
あ
ん
ま
り
合
わ
な
に
そ
れ
と
.

eH
MM
ゆ
忠
，
ば
的
な
.
は
ら
れ
的
立
耐
に
あ
止
り
閃

心
が
あ
り
冶

y
る
人
・
ぷ
川
叫
す
る
こ
と
に
比
・
心

な
ぷ
納
・ゑ
タ
イ
フ

t
か
.
-
正
午
計
タ
イ
フ
の
人

に
も
あ
ま
り
'
川
い
て
い
な
い
か

b
Mれ
主
い
二

人
川
が
川
き
て
.
あ
る
仰
刊
一は

.mu刊
勺
は
〈
て
.

附一
の
中
や
社
会
の
『
今
を
中
い
き
て
い
る
』
っ
て

い
う
感
覚
の
あ
る
人
は
』
川
に
向
い
て
い
ま
す
。

や
っ
て
み
る
机
打
ち
が
あ
り
ま
す
@

社
会
の
動
き
を
自
然
現
象
の
様

に
考
え
る
国
民
の
信
頼
度
は
?

そ
し
て
ね
‘
な
に
む
叩
川
ネ
に
な
ら
な
〈
て

い
い
ん
で
す
ε

社
会
科
?
の
も
う
つ
の
村
役

現
代
思
想
は
い
ま
何
を

考
え
れ
ば
よ
い
の
か

-
司
爪
大
=
-
M
W
審

'a
z
-
a，
定
価
一
.
九
五
七
門

司
て
ぺ
う
の
は
.
山
2

門
家
と
ム
人
の
川
が
、
本

来
、
述
続
的
な
A
て
す
よ
。
社
会
を
よ
く
し
て

い
く
っ
て
い
-つ
の
は
.
研
究
円
だ
け
じ
ゃ
だ
め

な
ん
で
す
。
実
際
に
企
業
を
州
か
す
人
.
政
治

を
や
る
人
.
H市
斗
.
き
る
人
‘
ニ
う
い
う
人
注

が
社
会
を
治
L
て
い
く
引
喝
の
人
注
な
わ
け
で

す
.
み
A
f，
そ
う
い
う
人
に
な
る
ん
で
す
、
大

山λ
占
長
し
て
川
礼
服
し
た
ι

句
。
だ
か
ら
、
大
山
γて

社
会
科
‘
た
つ
ま
り

h
Aの
会
同
町
「
と
治
山
間
予

を
覚
え
て
お
〈

t
い
う
こ
と
は
・
そ
の
専
門
家

に
な
ら
な
〈
て
も
、
ニ
れ
は
と
て
も
大
切
な
こ

t
で
す
。
こ
れ
が
社
会
科
学
の
も
う
ひ
と
つ
の

特
徴
で
す
・

結
論
を
ま

t
め
て
言
い
ま
す

t
、
自
分
が

刊
き
て
い
る
と
い
う
-
』
と
に
』
出
に
aH覚
的
に

な
る

-
-
t
.
H
4人
と
L
て川
1

き
て
い
る
川

代
人

t
Lて
ル
れ
き
て
い
る
.
出
H
+.1
v杭
れ
会
'T

q
き
て
い
る
.
山
山
川
刊
記
'Tq
bてい
V

る
‘
そ
う

い
[
う
よ
う
な
・

MtaTH法
的
に
き
ち
ん
と
与
え

て
い
〈
.
こ
れ
が
社
会
科
学
だ

t
思
う
ん
で
す
.

そ
の
卜
て
い
み
い
、
み
あ
り
ま
す
よ
‘
村
会
g

b
あ
れ
ば
H
K
治
下
も
あ
る
‘
ん
よ
が
述
う
.
M
.

紘
が
注
う
.
そ
う
い
う
制
か
い
泣
い
γ

は
E
う
て

も
い
い
A
で
す
‘
似
本
は
司

τ
、
で
す
」

un会
が
他
山
で
あ
る
た
め
の
み
断
山
一
人
的
山
町

下
で
あ
る
は
ず
の
村
会
科
午
は
.
日
本
人
に
と

勺
て
は
.
ま
ど
馴
染
み
の
添
い
も
の

t
は
H

え

な
い
よ
う
だ
占
川
本
人
は
ね
江

μ
川
ハ
は
ま
で

村
公
判
-sが
必
攻
だ
な
ん
て
、
ん
1
叫
ぺ
思
っ
た

ニ
と
は

r・
か
っ
た
ん
て
T
e
日
本
人
は
un会川官

鋭
b
-
日刊の一日仰向
H

川
叫
総
み
た
い
な
も
の
だ

t
忠

司
て
い
た
ん
で
す
ね
、
川
川
下
が
ut-
-
っ
た
り
す

る
の
は
J
に
L
防
げ
な
い
‘
打
ん
か
り
.
川
判
下
が

終
わ
っ
て
L
ま
う
ま
で
，
y

ッ
と
し
て
胤
が
過

y

る
の
e
T
H
H
q
て
い
る
よ
り
し
ょ
う
が
な
い

t
思

っ
て
い
る

.-Hη
た
ち
が
社
会
'T
辺
り
山
山
し
て

い
る
と
い
う
な
ふ
が
ほ
〈
少
な
か
っ
た
6

-
u

の

は
ら
一
見
が
ま
だ
ま
ど
伐
っ
て
い
、
る
‘

・-
の
川
の
似
品
y
-
mwee
次
刊
削
介
入
帆
)
だ
丹

て
.
Jが
起
こ
し
た
か
分
か
ら
な
い
け
れ
E

起
ニ
っ
て
し
ま
っ
た

t
思
っ
て
い
る
‘

川
帆
下
が
川門仙川
M
t
司
匂
っ
た
か
の
川
町
川
を
ふ
叫
ん
川
す

る
し
人
き
な
村
会
科
"
一
f
的
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
た
か

と
い
う
と
あ
ま
り
な
い
わ
り
で
す
べ
す
る
と
.

'u
う
守
山
、

川
じ
こ
と
を
起
ニ
さ
な
い
と
は
似

ら
な
に
だ
か
ら
日
本
人
は
外
川
か
・
句
い
い
川
さ

れ
て
い
な
い
の
で
す
‘

山
川
分
た
ち
の
引
会
が
.
ど
う
い
う
ふ
う
に
川
仰

い
て
い
る
か
.
全
然
、
州
附
し
て
い
な
い
民
肢

が
い
い
川
さ
れ
ま
す
か
'
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
‘
ア

メ
リ
カ
で
は
朴
広
亙
科
4
7ゃ
大
変
発
達
し
て
い
て
‘

自
分
た
ち
の
社
会
を
・
』
う
や
っ
て
動
か
し
て
い

る
っ
て
日
々
舷
め
て
い
る

L.
い
つ
で
も
そ
の

結
論
に
忠
実
な
わ
け
で
す
よ
.

冷
川
刊
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
が

M
M
L
A
川
に
の
し
上
が
っ
て
き
た
わ
け
で
す
が
、

そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
が
超
大
同
の
資
絡
を
も
っ
て

い
る
州
e

の
凶
だ
か
ら
で
す
。
超
大
同
と
し
て

』

;
3
'
F
t
a

、

合

ゐ

む

P
J
h
N

鋲
警
護
緑
川

.

.

 

で
は
こ
の
遮
れ
を
取
り
戻
し
.
同
際
役
会
の

J

a
m

.

'

a

k

-
園

中
て
日
本
が
生
き
絞
っ
て
い
〈
に
は
ど
ヲ
し
た

♂

聞

畑

語

ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
.
「
ぞ
れ
は
朽
ち
ん
が
大

持

部

ハ

F
G
A
Z・
よ
い
芸
春
-著
に
な
り
・
宇

一
マ
ザ
業
し
た
ら
社
会
行
吉
本
を
た
〈
さ
ん
読
ん
で

〈
れ
る
こ

t
で
す

L
t槍
爪
先
刊
は
-d
u
う
.

「
古
代
や
中
世
は
土
地
や
食
べ
物
が
財
事
L
し

た
.
で
も
、
今
は
科
学
技
術
の
時
代
で
す
か
ら
.

物
も
薬
草
t
す
け
れ

E
.
知
訟
の
軍
要
性

t
い

う
の
が
非
常
に
高
ま
っ
て
い
る
.
知
畿
が
財
産

に
な
る
、
知
議
砂
生
み
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
代
で
す
・
で
は
、
知
訟
を
E
う
や
っ
て
生

.
み
出
す
か
、
初
め
か
ら
分
か
っ
て
い
る
こ

t
じ

‘
ゃ
知
取
を
生
み
出
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
.

h
圃

分
か
ら
な
い
こ

t
を
生
み
出
す
の
は
、
凄
〈
大

関

剖

変

な

こ
tで
す
よ
ね
・
無
か
ら
有
を
生
み
出
す

雰

芯

の

で
す
・
ま
ず
創
造
カ
ヒ
過
去
か
ら
現
在
ま

河
内
?

で
の
、
も
う
分
か
っ
て
い
る
こ

t
k
ま
戸
会

う

か
ら
な
い
こ
と
の
境
非
を
知
ら
な
り
れ
ば
な
ら

な
に
そ
れ
か
ら
論
理
も
必
翠
L
す
よ
ね
。
い

ろ
い
ろ
な
こ

t
が
必
婆
な
ん
で
す
.
そ
れ
は
大

変
努
力
の
い
る
こ

t
で
す
.

知
践
を
生
み
出
し
て
き
た

t
い
う
伝
統
も
大

変
延
安
な
ん
で
す
。
そ
れ
ら
が
、
揃
っ
て
い
る

鐸
附
っ
て
い
う
の
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
そ
れ
か
ら

最
近
の
ア
メ
リ
カ
な
ん
で
す
ね
。
日
本
の
場
4
R

残
念
な
が
ら
そ
う
い
う
伝
統
は
あ
ん
ま
り
な
い
.

』
原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
す
が
、
江
戸
時
代

固
ま
で
文
明
は
由
自
か
ら
何
で
も
持
っ
て
〈
れ
ば

.

よ

か

っ

た

.
tた
‘
明
治
維
新
以
降
は
文
明
の

園

中

心
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
て
自
分
で
作
り
出
す
よ

。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
か
ら
持
っ
て
〈
る
ほ
う
が
早
か

っ
十
、
ゆ
え
に
日
本
人
は
自
分
自
身
で
知
識
を

生
み
出
す
っ
て
い
う
こ

t
を
あ
ん
ま
り
信
用
し

て
い
な
い
・
7
7
7
y
ヨ
ン
だ
っ
て
海
外
の
ブ

ラ
ン
ド
が
人
気
が
お
い
.
最
近
で
こ
そ
.
D
C

ブ
ラ
ン
ド
も
い
い
な
っ
て
岡
山
わ
れ
て
き
た
げ

E.

ま
た
ダ
メ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
(
笑
三
残
念
な
が

ら
.
知
慈
の
D
Cブ
ラ
ン
ド
っ
て
い
う
の
は
ま

だ
無
い
ん
で
す
.
本
当
に
日
本
人
が
知
訟
を
生

み
出
す
の
は
こ
れ
か
・
匂
な
ん
で
す
」

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
将
来
の
た
め
に
、
社
会

科
学
を
勉
強
す
る
・』

t
は
大
変
量
一
安
ヤ
学
問
の

よ
う
だ
。

の
会
併
は
何
か
と
い
え
ば
.
軍
事
力
.
経
済
力

政
治
力
‘
こ
の
3
つ
.
ソ
述
は
こ
の
う
ち
経
済

h
で
つ
ま
ず
い
十
、
H
H
済
力
が
な
け
れ
ば
平
本

h
l
J
維
持
て
き
な
い
L
.
政
治
力
も
従
持
て
き

な
い
e

日
本
の
坊
が
は

E
う
な
っ
て
い
る
か
と

い
う

t
.経
済
力
し
か
な
い
わ
け
で
す
。
軍
事

h
H
は
今
な
い
で
し
ょ
う
.
政
治
力
は
こ
れ
は
.

ほ
t
A
E社
会
科
リ
V
T

の
力
だ

t
い
っ
て
い
い
・

経
済
力
の
み
で
成
長
す
る
日
本

は
政
治
力
の
弱
点
を
突
か
れ
る

は
じ
め
て
の
構
造
主
義

樋
爪
大
三
回
審

/
m
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代
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・
/
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値
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橋爪大三郎

DATA 
O釘R大三邸主掛町量的東京工軍大牢で的活淀
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い
う
こ
と
を
附
こ
う
と
し
な
い
附
に
は
.

H

制
後

に
川
市
力
を
使
う
の
で
す
.
だ
か
ら
日
本
に

t

っ
て
大
前
中
止
の
は
‘
も
う
絞
済
力
を
仰
ぱ
す
・
』

t
じ
ゃ
な
い
の
で
す
.
術
事
力
組
…
し
で
済
ま
せ

よ
う

t
す
る
な
ら
ば
.
政
治
力
b
y
H
川
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
に
こ
れ
が
今
の
課
題
で
す
よ
.
的

作
戦
争
か
ら
分
か
っ
た
・
容
の
認
魁
は
こ
こ
だ

t
思
い
ま
す
よ
.
日
本
の
政
治
力
‘
外
交
力
は

臼
年
は
巡
れ
て
い
ee--
す
.
こ
れ
も
一
重
に
社
会

科
学
の
民
任
で
す
」

28 

自
分
た
ち
の
村
会
が

E
う
い
う
際
映
で
動
い
て

い
て
.
Eう
い
う
ふ
う
に
す
れ
ば
自
分
た
ち
の

国
民
が
力
を
結
集
し
て
、
あ
る
方
向
性
を
主
張

で
き
る
か
。
そ
れ
を
よ
〈
わ
か
っ
て
い
て
、そ
の

手
段
や
方
法
を
政
府
ゃ
い
ろ
A
な
人
法
が
持
っ

て
い
る
.
ぞ
れ
が
政
治
力
、
あ
る
い
は
外
交
力

な
わ
け
で
す
.
日
本
で
は
.
そ
の
辺
の
政
府

t

民
間
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
ば
ら
ば
ら
で
ね
‘
自

分
の
こ

t
Lか考・
λ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
.
そ

う
す
る
と
E
う
な
る
か
。
日
本
は
経
済
力
が
あ

れ
ば
い
い
ん
ど
と
い
う
こ

t
て
.
ず
っ

t
や
っ

て
き
ま
し
た
で
し
ょ
う
.
絞
済
力
て
ア
メ
リ
カ

を
追
い
抜
こ
う
と
し
ま
す
か
ら
ア
メ
リ
カ
は
超

大
国
の
地
位
を
脅
か
さ
れ
る
わ
げ
で
す
。
ア

メ
リ
カ
の
経
済
力
が
な
く
な
っ
た
ら
、
誰
が

世
界
の
面
倒
を
見
て
い
〈
ん
だ
っ
て
・
』

t
に
な

り
ま
す
で
し
ょ
う
.
そ
う
す
る
t
ア
メ
リ
カ
は

E
う
す
る
で
し
ょ
う
か
.
経
済
力
の
マ
イ
ナ
ス

を
政
治
力
を
使
っ
て
カ
バ
ー
し
よ
・
フ
と
す
る
。

係
属
議
み
た
い
な
b
の
て
日
本
の
政
治
力

の
弱
い
と
こ
ろ
宇
突
い
て
〈
る
.
そ
し
て
、
日

本
の
経
済
力
を
ダ
メ
に
し
て
し
ま
お
う
・
と
す
る

の
で
す
@
か
ら
め
手
を
つ
か
っ
て
攻
め
て
〈
る
・

そ
れ
で
も
う
ま
〈
行
か
な
か
っ
た
ら
E
う
な
る

か
。
イ
ラ
ク
み
た
い
に
、
絶
付
に
ア
メ
リ
カ
の

鈎
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知造を
つ主.聞 H

て義い構
いノノた造
るとこ主
かはと義
?ーは H

体あと
何るい
なかう
の?言
か構葉

私
が
人
に
勧
め
ら
れ
て
橋
爪

大
三
郎
さ
ん
著
、

H

は
じ
め
て

の
構
造
主
義
H

と
い
う
本
を
読

ん
で
い
る
と
、
友
人
た
ち
は
口

を
揃
え
て
「
レ
ポ
ー
ト
の
課
題

な
の
か
」
と
不
思
議
そ
う
に
聞

い
た
。

ー
こ
れ
が
今
の
大
学
生
の
現
状

で
あ
る
|

私
は
安
易
に
、
そ
の
本
を
書

い
た
本
人
に
お
話
を
伺
い
た
く
、

橋
爪
さ
ん
を
訪
ね
た
。

「
構
造
主
義
と
は
何
な
の
で
す

か
?
」

「
何
故
そ
の
こ
と
を
知
る
、
必
要

が
あ
る
ん
で
す
か
?
別
に
知
ら

な
く
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で

す
か
?
」

橋
爪
さ
ん
は
、
ま
る
で
謎
か

z，b
S
F
E
z
-
6
P
S
E
E
-
ι
t
E
E
'
b
r
'
SI--dE
t
L

Afo

e
-
，t
bs

・-
，、v
-
一
点
'

け
で
も
す
る
よ
う
に
、

り
と
ほ
ほ
え
ん
だ
。

に
っ
こ

ー
何
故
知
る
必
要
が
あ
る
の
か
、

知
る
必
要
は
あ
る
の
か
|

H

必
要
H

は
確
か
に
な
い
。

し
か
し
H

不
必
要
H

も
ま
た
、

な
い
は
ず
で
あ
る
。
知
っ
て
い

た
っ
て
よ
い
で
は
な
い
か
。
そ

れ
く
ら
い
の
教
養
が
あ
っ
て
よ

い
で
は
な
い
か
。

H

今
ど
き
の

大
学
生
H

な
ど
と
言
わ
れ
た
ま

ま
で
は
悔
し
い
で
は
な
い
か
。

と
い
う
こ
と
で
、

.こ
こ
で
は

H

構
造
主
義
H

と
は
何
な
の
か

を
知
る
べ
く
お
話
を
伺
う
こ
と

に
す
る
。

会;構

クロード・レヴィ=ストロース

ー
社
会
学
を
勉
強
し
始
め
た
き

っ
か
け
は
な
ん
で
す
か
?
|

女
高
校
の
頃
進
路
に
迷
っ
て
、

学
校
の
図
書
館
で
社
会
学
の
本

を
い
ろ
い
ろ
読
み
漁
っ
た
ん
で

す
。
す
る
と
N

革
命
H

と
か
書

い
で
あ
っ
て
、
世
の
中
を
ど
ん

ど
ん
良
く
し
て
い
っ
て
よ
い
学

問
だ
と
気
が
付
い
た
ん
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
は
面
白
そ
う
だ

と
い
う
こ
と
で
、
や
る
こ
と
に

lν
土品
l
u

れ~。

ー
そ
の
時
初
め
て
社
会
学
に
興

味
を
持
た
れ
た
.の
で
す
か
?
|

食
そ
れ
ま
で
、
そ
ん
な
も
の
が

あ
る
な
ん
て
全
然
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
い
ろ
ん
な
分
野
の
本

を
バ
ラ
バ
ラ
め
く
っ
て
み
て
面

白
そ
う
な
の
を
借
り
て
帰
っ
た

ん
で
す
。
ま
あ
、
も
ち
ろ
ん
も

と
も
と
社
会
に
つ
い
て
関
心
は

あ
り
ま
し
た
け
ど
。

ー
大
学
で
も
専
攻
さ
れ
た
の
で

す
か
?
|

食
え
え
。
で
も
東
大
に
行
っ
て

み
た
ら
、
社
会
学
と
い
う
の
は

ち
っ
と
も
面
白
く
な
い
と
い
う

こ
と
が
分
か
っ
て
、
全
然
勉
強

す
る
気
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

高
校
の
時
、
初
め
に
読
ん
だ
何

冊
か
の
社
会
学
の
本
は
ま
あ
ま

あ
良
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
よ

く
調
べ
て
み
る
と
外
国
の
学
者

の
言
っ
た
こ
と
を
引
き
写
し
に

し
て
い
る
部
分
が
多
か
っ
た
り

し
て
、
社
会
の
現
実
を
ト
ー
タ

ル
で
考
え
て
み
よ
う
と
い
う
迫

-

力
が
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
ん

で
す
。
ま
た
、
大
学
の
先
生
に

は
正
直
か
な
り
失
望
し
た
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ー
ど
う
し
て
H

構
造
主
義
H

を

題
材
と
し
て
本
を
書
か
れ
た
の

で
す
か
?
|

古
一
つ
に
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義

で
は
ど
う
も
お
か
し
い
、
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う

す
る
と
、
い
ろ
い
ろ
他
の
考
え

方
に
も
探
り
を
入
れ
て
行
く
必

要
が
あ
っ
た
わ
け
だ
け
れ
ど
も
、

そ
れ
が
た
ま
た
ま
構
造
主
義
だ

っ
た
ん
で
す
。
※
レ
ヴ
イ
H

ス
ト

ロ
ー
ス
と
い
う
人
自
身
そ
う
だ

~ 

n
H
U
 

R
U
 

i
!
!
:I
t--:
 

け
れ
ど
も
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の

へ
ん
て
こ
な
と
こ
ろ
を
い
や
と

い
う
程
知
っ
て
い
て
、
そ
れ
で

い
て
新
し
い
考
え
方
を
見
出
し

て
い
る
わ
け
で
、
そ
の
へ
ん
の

距
離
の
取
り
方
と
い
う
の
が
大

変
す
が
す
が
し
い
と
思
っ
た
の

で
す
。
こ
う
い
う
考
え
方
も
あ

っ
た
ん
だ
と
い
う
解
放
感
が
あ

っ
た
わ
け
で
す
。
も
う
一
つ
は
、

社
会
学
と
い
う
学
問
に
潜
り
込

ん
で
行
く
の
に
、
取
っ
掛
か
り

と
い
う
の
が
な
か
な
か
な
か
っ

た
ん
で
す
。
構
造
主
義
は
家
族

と
か
親
族
と
か
い
っ
た
現
象
を

研
究
し
て
い
る
ん
で
す
。
家
族
・

親
族
は
社
会
学
の
基
礎
で
し
ょ
。

だ
か
ら
、
構
造
主
義
か
ら
入
っ

噌

1
4

F
円

υ

橋
爪
大
三
郎

一
九
四
八
年
生
ま
れ
。
東
京
工

業
大
学
助
教
授
。
主
な
著
書
に

「
言
語
ゲ

i
ム
と
社
会
理
論

l

ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
・
ハ

ー
ト
・
ル
l

マ
ン
」
(
勤
草
書

房
)
、
「
は
じ
め
て
の
構
造
主

義
」
(
講
談
社
現
代
新
書
)
、

「
園
田
険
と
し
て
の
社
会
科
学
」

(
毎
日
新
聞
社
)
な
ど
が
あ
る
。



て
行
け
ば
社
会
学
の
方
に
出
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
0

・
構
造
主
義
と
は
、
社
会

学
の
入
り
口
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

は川人

ど間
つで
いあ
うる
こと

と
か

ー
構
造
主
義
と
は
一
体
ど
ん
な

考
え
方
な
の
で
す
か
?
|

女
人
間
で
あ
る
と
は
ど
う
い
う

こ
と
か
、
そ
の
条
件
を
考
え
る

の
が
構
造
主
義
で
す
。
例
え
ば
、

我
々
は
、
現
代
社
会
で
生
き
て

行
く
以
外
に
、
人
間
の
在
り
方

っ
て
知
ら
な
い
ん
で
す
よ
。
で

も
そ
れ
以
外
の
社
会
だ
つ
で
あ

る
は
ず
で
す
ろ
ね
。
中
世
も
そ

う
だ
し
古
代
も
そ
う
だ
し
、
い

ろ
い
ろ
歴
史
的
な
社
会
が
ま
ず

あ
る
。
だ
け
ど
構
造
主
義
は
、

そ
う
い
う
時
間
の
上
で
逆
上
っ

て
行
く
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
民
族

の
違
い
と
か
、
未
開
社
会
と
か
、

全
然
違
っ
た
作
り
方
で
で
き
て

け
だ
か
ら
、
二
疋
の
状
態
に
な

る
。
そ
う
す
る
と
進
歩
し
な
く

な
る
か
ら
、
構
造
主
義
的
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
そ

ん
な
日
が
い
つ
来
る
か
分
か
ら

な
い
ん
で
す
。
{
元
壁
と
い
う
の

が
あ
る
な
ら
、
そ
れ
が
理
想
に

決
ま
っ
て
る
。
だ
け
ど
、
そ
れ

は
と
て
も
つ
ま
ら
な
い
こ
と
な

ん
で
す
よ
。

…対
立
点
よ
り
も
…

…共
通
京

μ6 
ー
構
造
主
義
の
魅
力
と
は
?
|

食
構
造
主
義
は
、
普
通
の
思
想

と
違
・
つ
ん
で
す
。
こ
う
い
う
風

に
考
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い

う
と
こ
ろ
が
全
然
な
い
。
結
局

ど
ん
な
文
化
も
人
間
の
作
っ
た

文
化
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
こ

と
を
確
認
す
る
た
め
の
手
続
き

だ
け
か
ら
で
き
て
い
る
ん
で
す
。

構
造
主
義
の
本
を
読
め
ば
分
か

る
け
れ
ど
、
数
学
み
た
い
に
な

っ
て
い
る
で
し
ょ
。
こ
れ
が
手

続
き
な
ん
で
す
。
こ
れ
は
、
ど

/??I-7 

い
る
社
会
に
つ
い
て
調
べ
て
、

そ
れ
を
み
ん
な
H

社
会
H

と
し

て
は
同
じ
値
打
ち
が
あ
る
ん
だ
、

と
言
っ
て
る
ん
で
す
。
ど
の
社

会
で
も
同
じ
よ
う
に
人
間
ら
し

く
生
き
ら
れ
る
か
ら
、
同
じ
な

の
で
す
。
我
々
は
我
々
の
基
準

で
、
自
由
が
な
い
と
ダ
メ
だ
、

経
済
的
に
豊
か
で
な
い
と
ダ
メ

だ
、
と
い
う
よ
う
に
様
々
な
価

値
観
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
う

す
る
と
、
自
分
の
社
会
が
一
番

い
い
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
ど
ん
な
社
会
に

も
そ
の
社
会
な
り
の
価
値
観
が

あ
っ
て
ね
、
自
分
た
ち
の
社
会

が
一
番
い
い
わ
け
で
す
よ
。
じ

ゃ
あ
ど
ち
ら
の
考
え
方
が
正
し

い
の
か
と
い
う
と
、
ど
ち
ら
と

も
言
え
な
い
。
両
方
と
も
自
分

の
方
が
い
い
と
思
っ
て
る
わ
け

だ
か
ら
、
構
造
と
し
て
は
同
じ

だ
。
自
分
が
人
間
ら
し
い
と
信

じ
て
い
る
と
こ
ろ
は
同
じ
な
ん

で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
は
ち
ゃ

ん
と
証
明
で
き
る
ん
だ
、
と
い

う
の
が
構
造
主
義
で
す
。
ど
う

や
っ
て
証
明
す
る
か
と
い
う
と
、

家
族
や
親
族
な
ど
基
本
的
人
間

の
文
化
も
同
じ
で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
た
め
の
手
続
き
な
わ

け
で
す
が
、
証
明
さ
れ
た
内
容

を
H

構
造
H

と
言
い
ま
す
。
文

化
の
パ
タ
ー
ン
、
人
間
の
考
え

方
の
こ
と
な
の
で
す
。
あ
る
と

こ
ろ
ま
で
抽
象
し
て
し
ま
え
ば
、

人
間
の
や
っ
て
る
こ
と
は
み
ん

な
同
じ
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

お

そ
し
て
、
対
立
点
を
措
い
て
お

い
て
、
共
通
点
を
見
つ
け
て
行

こ
う
、
と
い
う
学
問
な
の
で
す
。

そ
う
い
う
所
が
魅
力
で
す
ね
。

ー
最
後
に
今
日
の
学
生
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。
ー

古
昔
風
に
言
う
な
ら
H

い
つ
ま

で
も
あ
る
と
思
う
な
親
と
金
H

で
す
か
(
笑
)
、
若
い
頃
は
、

時
間
や
体
力
は
あ
る
け
れ
ど
も
、

持
っ
て
い
な
い
も
の
を
欲
し
い

と
思
・
つ
ん
で
す
ね
。
そ
し
て
、

た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
も
の
を
、

と
も
す
れ
ば
無
駄
に
し
て
し
ま

う
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
情
報
に

踊
ら
さ
れ
な
い
で
、
将
来
の
自

分
に
向
か
っ
て
、
い
ま
自
分
が

沢
山
持
っ
て
い
る
も
の
(
例
え

ば
時
間
)
を
投
資
し
て
ゆ
く
、

と
い
う
積
極
的
な
努
力
が
大
切

関
係
の
作
り
方
は
同
じ
じ
ゃ
な

い
か
と
か
、
物
を
交
換
す
る
、

言
葉
を
喋
る
、
そ
う
い
う
基
本

的
行
動
は
同
じ
じ
ゃ
な
い
か
と

か
、
そ
う
い
う
風
に
考
え
て
い

く
ん
で
す
。

ー
異
文
化
を
相
対
化
す
る
っ
て

こ
と
で
す
か
?
l

交
そ
う
で
す
ね
。
そ
う
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
自
分
の
文
化
も
深

く
理
解
で
き
る
し
、
そ
れ
を
相

対
化
し
て
自
由
に
な
れ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
マ
ル
ク
ス
主
義

も
一
つ
の
解
放
の
思
想
で
す
ね
。

つ
ま
り
、
現
代
の
社
会
は
ど
う

し
ょ
う
も
な
く
、
い
や
な
部
分

が
あ
る
。
ど
う
し
て
い
や
な
の

か
、
そ
れ
は
資
本
主
義
だ
か
ら

だ
。
資
本
主
義
で
は
な
く
て
社

会
主
義
に
な
れ
ば
、
我
々
は
解

放
さ
れ
る
ぞ
、
っ
て
や
っ
た
ん

で
す
。
構
造
主
義
も
こ
れ
に
似

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
現
在

の
社
会
は
、
こ
う
じ
ゃ
な
き
ゃ

い
け
な
い
、
あ
あ
じ
ゃ
な
き
ゃ

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
。
で
も
本
当
は
、

そ
う
じ
ゃ
な
く
て
い
い
ん
だ
、

も
っ
と
別
な
社
会
の
在
り
方
だ

!

i
l
i
f-
-

で
す
ね
。
ま
あ
、
自
分
だ
け
の

何
か
を
見
つ
け
ら
れ
た
人
は
幸

せ
で
す
。
結
果
は
ど
う
あ
れ
、

あ
ま
り
自
分
に
向
い
て
い
な
い

こ
と
な
ん
か
も
し
て
み
れ
ば
い

い
ん
で
す
、
若
い
う
ち
は
。

ー
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
レ
ヴ
イ
H

ス
ト
ロ
ー
ス

フ
ラ
ン
ス
の
人
類
学
者
。
構
造

主
義
の
先
駆
者
。
主
な
著
に
、

一
九
五
五
年
出
版
「
悲
し
き
熱

帯
」
な
ど
が
あ
る
。

最
ノイゲ
一 九

H

思
想
H

と
い
え
ば
、
そ
の
言

葉
を
問
い
た
だ
け
で
敬
遠
し
た

り
、
嫌
悪
感
を
催
す
人
も
少
な

く
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

た
い
て
い
は
「
そ
ん
な
こ
と
知

ら
な
く
て
も
、
実
際
の
社
会
生

活
の
う
え
で
何
ら
支
障
が
あ
る

わ
け
で
も
な
し
:
・
」
な
ど
と
い

っ
た
気
の
弱
い
弁
明
を
つ
け
加

J
E--1
41
司

ad--‘
d1
1
4
1
1

つ
で
あ
る
ん
だ
、
と
考
え
ら
れ

る
ん
で
す
。
そ
う
考
え
れ
ば
、

あ
る
意
味
で
精
神
は
非
常
な
解

放
感
を
得
る
の
で
す
。

ー
構
造
主
義
と
は
、
保
守
的
な

学
問
に
見
え
て
し
ま
う
の
で
す

ム
M

l

|

女
保
守
的
だ
か
ら
悪
い
っ
て
い

う
の
は
、
進
歩
的
な
考
え
方
な

ん
で
す
。
だ
か
ら
あ
な
た
が
進

歩
主
義
者
だ
っ
て
こ
と
だ
け
ど

も
。
進
歩
主
義
っ
て
い
う
の
は
、

我
々
の
社
会
の
支
配
思
想
な
ん

で
す
。
そ
れ
に
引
き
込
ま
れ
な

い
で
生
き
て
行
く
っ
て
無
理
な

ん
で
す
。
だ
か
ら
、
本
当
の
意

味
で
、
構
造
主
義
を
身
を
持
っ

て
実
践
す
る
の
は
な
か
な
か
難

し
い
。
こ
れ
は
無
理
な
思
想
な

の
で
す
。
で
は
ど
う
す
る
か
。

構
造
主
義
の
言
っ
て
る
こ
と
は

確
か
に
正
し
い
。
け
れ
ど
進
歩

主
義
も
正
し
い
と
思
っ
て
日
々

暮
ら
し
て
る
わ
け
で
し
ょ
。
そ

の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
こ
れ
は
ク
ェ
ス
チ
ョ
ン
で

す
。
人
間
の
知
識
が
い
つ
か
完

成
し
て
し
ま
う
と
、
こ
れ
以
上

完
成
す
る
必
要
が
な
く
な
る
わ

-52-

え
た
り
す
る
。

確
か
に
そ
う
い
っ
た
領
域
は
、

大
学
生
に
と
っ
て
、
そ
れ
を
専

攻
し
て
い
る
も
の
や
好
奇
心
旺

盛
な
知
的
大
学
生
の
ス
ノ
ビ
ズ

ム
で
し
か
な
く
、
無
知
無
教
養

化
し
た
大
方
の
学
生
に
は
無
関

係
の
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
、

何
の
主
義
に
も
組
し
な
い
こ
と

が
、
ま
た
、
主
義
と
な
る
よ
う
.

に
、
人
が
行
動
し
て
い
る
上
で

何
ら
か
の
主
義
、
思
想
が
意
識

下
で
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
お
話
し
を
聞
い
て
、
少

し
で
も
現
代
思
想
と
い
う
も
の

に
興
味
を
持
っ
た
人
が
い
て
く

れ
た
ら
、
こ
の
企
画
の
意
図
は

充
分
遂
げ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

初
め
か
ら
苦
手
意
識
に
妨
げ
ら

れ
ず
に
、
自
分
の
可
能
性
を
い

ろ
い
ろ
な
方
向
に
延
ば
し
て
行

っ
て
ほ
し
い
。
時
間
は
否
応
な

く
過
ぎ
て
行
く
の
だ
か
ら
。

円
〈

U

F
円
U

長
後
に
、
興
味
深
い
お
話
を

し
て
下
さ
っ
た
橋
爪
さ
ん
に
感

謝
し
ま
す
。
貴
重
な
お
時
間
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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巳戸仕事本来の意義は
どんと、ん暖昧になってきた

社会学・橋爪大三郎

宋来の人事戦略を探る

仕事って、何なんだろう?

オピニオン・インタビュー

社会主墜による
労働の解法?

庫換社会の健生で食料の保

存が可能 Il柄
、~):t' !i'~..t.. ~主 人ご'.r......~~ 三品r..\~..~.. .:~/~

将来あるいは他者のために
貯えが可能

古代| 農県社会 産集社会 三〉現代

職人の場合は、顔見知りの範囲に自分の仕

事をひとつの作品として売っていたんで・す。

「あの人のつくった靴は、やっぱりできがい

い」という具合に、知人たちに喜ばれ、一人

ひとりの人生に役立っていることを実感でき

る。そこには単なる商業主義では得られない

ような喜びゃ誇りがある。

今日、こういう満足カ」番得やすいのは、

発明・発見や技術革新力C伴うような専門職の

分野でしょうね。もうひとつはベンチャー企

業を起こして成功するようなケースです。創

業者にとっては、企業そのものがひとつの作

品になる。どんな会社にも創業の神話があっ

て、創業者は大きな達成I惑を得ているわけで

す。創業者にくつついていた人たちだって、

右腕とカ懐刀とかいわれて、ミニ神話のなか

結局、すべての人州士事て世の中に知られ

るわけじゃないし、取怒暑にうまいこと喜びを

見つけられるわけじゃない。だから企業とし

ては働くことの意味を従業員にちゃんと説明

する必要があるんです。めいめいの仕事がど

のようにヰ士会につながっているか、それをき

ちんと諮るようなストーリーを廷供する。そ

れが企業理念というものでしょう。いまの時

代、企業忍念をはっきり語れないよ号な会社

は、従業員にもそっぽを向かれ、やがては淘

汰されるしかないのです。

@はしずめ・だいさぶろう 1948年、鎌書生まれ。
77年、東京大学大学院社会学研究科博士録程修了
後、祭所属で主主筆活動に専念する。89年より東京工
機大学助教授(社会学)。主な著書に「言路ゲーム
と社会理鴎J(勤草書房)、「はじめての情造主重量』
(誘銃社現代新書)、 rfl険と Lての社会学J(毎日
新聞社)、r現代思想はいま何を考えればよいのかJ

(勤草書房)などがある。

て法成感を得られる。

それもできない場合は、何4謀とカ営業所

みたいな一種の逮命共同体みたい弘場所で、

仕事プラス・アルファーの要素をとにかく見

つける。底長が尊敬できるから頑張るとか、

気の合う同僚がいるから仕事を続けるとカ¥

企業全体力、らはなかなか見えない人間関係の

なかに、仕事の喜びを見つけていく.

それも嫌な人は、仕事でなくて消費に達成

感を見つけるしかない。人間にはみな自己顕

示欲がありますから、自分の個性や存在感を

浮き立たせるようなアイテムを身につければ、

それなりに満足できる。あるいはアフター・

ファイブの時間に打ち込めるものを見つける。

それもいいですが、これでは仕事の場で自己

確認できたことにならない.

Jし

てから就E草する。こうなると、学校での勉強

も束縛感があって、仕事みたいになってくる。

教育は自分に対する投資。時間やエネルギー

を使って自分の能力を高め、あとで賃金とし

て回収する。人生が、一人ひとりのビジネス

みたいになっていくわけです.

仕事が無名化する中で何に
アイデンティティを求めるか

一一そこで仕事の存主意義がどんどん個人的

なものになると思うのですカえ現在の最大

の問題点は何なのでしょうか?

穏爪ひとつは、仕事の r無名性jでしょう。

マーケットて・売ってしまえば、あとにはお金

しカ守主らないわけです。そのお金も、使えば

なくなってしまう。

f滋跡全会では、親から子と・もへ、技術や職

場を継承していった。土地、財産、家名も継

承した。その伝統の連鎖のなかで、自分の位

置を確かめることができたのです。

けれども、職業選択の自由とl丈親と子の

仕事が祭関係になるということ。一人ひとり

か弧立してしまう。産業社会の仕事にもそれ

なりの達成感はあるものの、主要には収入を

得たという満足て・あって、時間の流れに耐え

うるものではない。収入は消資金ジ舌のなかで

消え去って、そこに自分のアイデンティティ

を求めても虚しい。一人ひとりが置き換え可

能でしかないというのが、現代社会の労働の

一番つらい点です。

そこで仕事に、置き換えがたさを求める。

自分がいるからこそ、この仕事がなしとげら

れたという証拠を探し始める。それが誰にで

も見つかるものなのか.どう力、

商人、焼物や織物の聡人などです。つまり分

業の発生ですが、その結果、互いに必要なも

のを交換する市場(マーケット)も生まれた。

ここで、仕事の定義が変わるのです。マー

ケットで売れるものをつくるのが、仕事であ

ると。マーケットを介して、見ず知らずの人

びとがお互いを支え合う。政治はマーケット

で売買されたリしないカミ税金を取ったりす

るからマーケットを前提にしている。

さらに産業革命を迎えると、仕事の性質が

もう一度、大きく変化します。

それ以前の伝統的な社会では、仕事は家業

として代荷受け継がれるものだった。靴屋の

息子l持t屋。いやおうなく与えられた職業の

なかに喜びをみつけるしかなかった。そニへ

産業4主会カラl来して、労働力市場というもの

ができたのて・す.つまり誰でも、自分の労働

力をマーケットで自由に売ることができるよ

うになり、聡業選択の自由が生まれた。

産業社会の生産形態は、とてもパワフルで、

{瓦統社会をどんどん喰い破って発展していっ

た。そうすると、農村から都市へ都市へと人

が集まっていしこうなると、誰がどういう

仕事をするかは、宿命ではなくて、その人個

人の適性と努力の問題ということになる。自

分の能力や側主を発鐸して、社会的にも認め

られた。そこから、仕事の達成J惑が得られる

わけです。

でも能力といい、{首位といっても漠然とし

たものて・すから、それを社会的に利用可能な

かたちにしなければならない。それが、教育

です。ある職業につく前に、必要なことを前

もって勉強させ、専門知識や技能を身につけ

人間にとってr1士事」とは何なのか

一一規在、仕事の意味するものが非常にあい

まいになってきていると思います。 rなぜ、

仕事をしなければならないのか」との問い

かけがある一方で、仕事と遊びの区別がつ

かない部分もあります。そもそも、人間に

とって仕事とは何でしょうか?

橋爪仕事の定義ですか? それは重量しいて・

すね.あえて言えば、たとえ嫁でもやらなく

ちゃいけないのカ守士事かな。

人間が生命を車討寺してい〈ために、どうし

ても必要な活動がある。動物だって生命を維

持していますが、人間の湯合それを意義的1こ

協力してやっている。人類は、約貌段階から

農耕段階を経て、だんだん高度な段階に進ん

できているわけですが、どの段館でも仕事の

本質は役害~担です。自分でもやらなきゃい

けないと思ってるし、他のメンバーも期待し

ている。そうやってお互いに支え合うところ

に、仕事の必燃性がある。仕事がなければ、

社会は存続できません。

やりたいときだけやる、なんていうのは仕

事じゃないので、つらい部分があるからごそ

社会的にも価値があるわけ。だからこそ、達

成感もある。苦しみの要素がなければ、それ

は単なる道楽でしょう。定義ι仕事ではな
い。これがまず基本です.

ところが、社会が発達すると仕事の意味も

変わってきます。たとえば農業が始まると、

食料が毎年ふんだんに手に入るようになる。

そこで、直接畑を耕さないZ'Jな仕事に従事す

る人びとが出てきた。神宮、 B曲家、軍人

-19mu 
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ii〈!労働環境のなかで、各企 日本の各企業は人材不足 労働時間を怨紛する上で 女性および高齢者の活用
外国人労働者についてど 10年後、 r{士事」はどうな 企業が社員からグッドウ

熊は何を一番改響すべき をどう解決すればいいの の最大の問題点は何です をどう考えればいいので う恩われますか? っているのでしょうか。 イルを獲得するためには、

でしょうか? でしょうか? か? しょうか? 現在ともっとも変わると 21世紀にかけて何がもっ

思われる邸分は何でしょ とも震要になるでしょ

う? う?

組織4荷造を変えることだ.人材を取るしかない。そ 労働時間よりも通勤時間 できることはどんどんや 専門知識のある外国人を ますます吸昧化が進む。 採算だけでは仕事の途成
従来のピラミッド型では れができないならば、各 を短縮すべきである。た る。一般の男性でなけれ 中堅として迎えることは 仕事なのか通産びなのか、 続が減殺される。企業に

橋爪大三郎
なし一番下の人たちの 社員のアウトプットを大 とえば、本社を郊外に ばできない部分はf士取の イメージアップになる。 学習なのかの区別がなく 明確な経営哲学があれば、
活力を活かせるような形 きくするしかない。それ 移して、アイドルタイム ごく一部に過ぎない。女 単純労働については、日 なる。社員、アルバイト、 業界で何位であろうと誇

(社会学) にする巴 には、個々人の能力を十 を短縮するのが大切であ 性や高齢者を活用するの 本人と同じ条件で庖用で パート、社外スタッフの りは感じられるだろう。

分大害〈評価することだ る. ，.> は社会的な義務だろう。 きるならば問題はない。 区別も暖昧化する。 採算を超えた長期的な視

ろう. 野をもつこと。

よ〈分からない。 いま{動いていない人間を 労働時間の窓味が日本と 現在の人材不足という飢 外国人労働者に 3Kを押 仕事の社会的な意義、イ士 給料を貰わなくても、そ

i舌用するしかない。しか 欧米では違う。彼らは金 点、では、女性を活用した し付けることが問題であ 事の価値が崩壊してしま こで{勤きたいと思えるほ

岸田秀
し、日本は大儲けをして と時間を交換している。 方がよいが、そうすれば る。そこに差別構造が生 い、自己実現や才能の発 ど、カッコいい会社にな

いるのだから、人材不足 日本には会社に来ればそ ますます出生率が低下し、 まれ、そういう状況にな 揮といったレベルでしか るニとだろう。
(精神分析) になるほど仕事をする必 れでよいという部分があ 労働力不足がより深刻に れば犯罪も増える。多少 仕事が成立しない。仕事

要などないだろう。 る。ニの遣いを考える。 なってしまう。 苦しくても入れない方が はますます趣味化する。

よし、。

自分が面白〈仕事ができ 訟もが退屈している。そ 仕事のなかには非常に形 主総は退屈しているから 相当慎重に考えた方がよ 仕事の遊び化がさらに進 遊びとしての面白さがど

るのがいちばんだろう。 こで、遊びとしての妥紫 式的な部分が多い。その 余計なことばかりしてい いとしか言えない。 むだろう。面白くなけれ れだけ入っているかとい

日高敏隆
とにかく仕事に遊びの要 をもっと取り込めば人材 典型が官僚主筏だ。型}類 る。だから、時間の制約 Lt、仕事をしないという うこと。それによって生

索を入れること。もちろ は集まってくる。お金が のfll:が多〈、書式があま を柔軟にし、楽しそうな ようになるだろう。 産性もあがるはず.仕事
{動物行動学} ん、給料が安いのは駄目 I買えて仕事が楽しければ りに形式的で、そのため 仕事を与えれば、どんど に刺激、変化を加え、;詩

だ。 働〈。 に時間が;良質される。 ん{動〈だろう. 足感を与える。

仕事が面白く会社に必妥 企1障はどんどんm~;nをあ 5時までしか時間がない 働事たいと考えている女性や高 戦場に日本人以外の人が 基本的にはあまり変わら 個人からも企撲からもいろ
であっても、毎日深夜ま げようとするから人材不 と、それなりにするo 10 齢者がいて、企践が入手不足に いるのは、いろんな形で ないが、働きすぎタイプ んな要求が出てくるだろう.

で帰れないというような 足にもなる。スローダウ 時になってもいよいと考
悩んでいる以上活周回され方は

自分および日本を再発見 と会社に背を向けるタイ それに応えることが鑑要にな杉村芳美
ことは人間的な生活常誠 ンさせるのも活動のうち えるから残銭になる。{動

おのずから生まれて〈る.個人
するきっかけになるだろ プがはっきり分かれるだ るが、そのやりとりが人間的

{社会経済学) に反している。まず、常 という考え方があっても く時間には限度があると
的には.生活の不安のあるなL

ろう.世の中の全体があ な常燃のなかで行われてい〈にかかわらずその生活を楽しむ つ。
識に立ち戻るべきだ. よいだろう. 考えるのが大切。 という姿勢があるのが締ましい る方向に行〈ということ

ことこそ日本の企業社会が

と思う. ではない。
まともであるためには必要.

社員への制約をできる限 自動化や高齢者、女性、 最大の問題点は企業のも 男性中心の就業形態を女 知的労働では日本の産業 40代までは企業も学校の 給与だけでなく、知識や
り少なくする。サラリー 外国人の活用。でなけれ つ経営価値観。残業をす 性や高齢者が勤務しやす 形態にカルチャーショッ 一つだと考える.企業や ノウハウ、人脈など多面

古田隆彦
を提供すると同時に労働 l耳、終身雇用体制を崩i哀 る方が望ましいとか、忙 い形態に変える。女性あ クを与えるためにも外国 大学を転々としながら、 的なソフトを提供できる
に見合うだけのノウハウ させ、必要なケースに応 し人が優秀だと考えてい るいは高齢者ならではの 人は必要。単純労働につ 50代から本格的に仕事を 企業が求められる。女性

(生，舌未来学} と情報、さらに男女の出 じて労働力を柔軟に配置 る。そうした会社の価値 特性を活かす。超付加価 いては、できる限り;IUL する. や高齢者の活用も必要条
会いの土器を提供すること できるシステムにする。 観を変える. 値は女性や高齢者の論理 が少ないようにする。 件である。
を1宮、織する。 から出てくる。
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文~春.f~

』
}
べ
て
が
あ
っ
け
な
く
山
刷
版
し
た
。
ク

-
t
f
lデ
タ
l
失
敗
、
そ
し
て
ソ
迎
共
産

党
の
解
体
。
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
次
々

と
倒
さ
れ
て
い
く
レ

l
ニ
ン
仰
を
大
写
し

に
し
、
雑
誌
は
飲
啓
す
る
人
々
、
苦
い
思

い
で
見
つ
め
る
人
々
の
コ
メ
ン
ト
を
制
収

し
た
。
だ
が
、
バ
ブ
ル
経
済
の
さ
な
か
に

青
春
を
誕
欲
し
ち
ゃ
っ
た
わ
た
し
た
ち

(
と
く
く
っ
て
す
み
ま
せ
ん
)
に
は
、
「
な
ん

だ
か
よ
く
わ
か
ん
な
い
」
の
も
確
か
で
あ

る
。
な
に
せ
経
済
学
部
に
入
学
し
な
が
ら
ー

「
マ
ル
経
っ
て
ナ

1
ニ
?
」
と
叫
ん
だ
ヤ
ツ

も
い
る
の
だ
。
そ
こ
で
慌
て
て
橋
爪
大
三

郎
東
京
工
業
大
学
助
教
授
(
社
会
学
)
の

研
究
室
へ
と
駆
け
込
ん
で
、
特
別
訪
必
と

あ
い
な
っ
た
の
だ
が
:
:
:
。

か
つ
て
サ
ル
ト
ル
が
、
ピ
カ
ソ
が
、
そ

し
て
小
林
多
喜
二
が
信
じ
た
あ
の
思
惣
、

ぞ
れ
が
い
ま
、
歴
史
の
彼
方
に
消
え
よ
う

と
し
て
い
る
。
知
識
人
を
服
巻
し
た
マ
ル

ク
ス
熱
と
は
、
い
っ
た
い
何
だ
っ
た
の
か
。

苦
か
ら
、
考
え
方
と
し
て
の
社
会
宇
部
訟

は
存
在
し
た
。
王
様
や
金
持
ち
の
仔
在
は

許
せ
な
い
、
み
ん
な
が
平
等
で
、
食
べ
る

も
の
に
図
ら
ず
、
の
ん
び
り
平
和
に
芥
ら

せ
た
ら
ー
ー
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で

も
空
怨
で
あ
っ
て
、
社
会
を
動
か
す
経
一
併

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
マ
ル
ク
ス
は
、
社
会
の
土
台

に
は
経
済
が
あ
り
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
政
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ソ
連
共
産
党
が
な
く
な
っ
て
、

そ
し
て
却
世
紀
の
最
大
の
夢
が
し
ぼ
ん
だ

.-ノそイb

治
制
度
は
そ
の
上
に
浮
か
ん
で
い
る
に
過

ぎ
な
い
と
考
え
、
経
済
に
つ
い
て
深
ぐ
綴

り
下
げ
た
。
そ
の
成
川
市
が
あ
の
有
名
な
『
資

本
論
』
で
あ
る
。
『
資
本
論
』
の
学
問
的

水
準
は
時
代
を
制
限
に
半
府
民
札
以
上
訓
組
、
え
て

い
た
と
、
怖
爪
氏
は
言
う
。

モ
ノ
が
生
，
注
さ
れ
る
の
に
必
裂
な
必
殺

は
、
土
地
、
労
働
、
資
本
の
三
つ
。
そ
の

う
ち
、
モ
ノ
の
伽
似
を
決
め
る
の
は
、
労

働
の
批
で
あ
る
と
、
マ
ル
ク
ス
は
問
え
た
。

し
か
し
、
現
実
の
経
済
で
は
地
代
(
土
地

の
側
絡
)
も
、
利
子
(
資
本
の
価
柏
市
)
も

存
在
す
る
。
そ
こ
で
マ
ル
ク
ス
は
、
地
代

や
利
子
が
存
在
す
る
の
は
お
か
し
い
、
資

本
家
や
地
主
の
不
労
所
得
を
倣
隠
し、

土

地
と
資
本
は
共
同
の
も
の
に
す
べ
き
だ
と

主
張
し
た
。

マ
ル
ク
ス
は
ま
た
、
資
査
本
が
な
ぜ
利

潤
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
倹
証

し
て
い
く
。
そ
の
裕
密
は
、
労
働
力
と
い

う
商
品
に
あ
る
。
資
本
家
は
労
働
者
(
な

つ
か
し
い
言
葉
)
に
ぎ
り
ぎ
り
で
生
活
し

て
い
け
る
だ
け
の
賃
金
し
か
払
わ
な
い
。

し
か
し
、
実
際
の
労
働
が
生
み
出
す
価
値

は
、
氏
金
よ
り
大
き
く
(
剰
余
価
値
)
、
資

本
米
は
余
計
な
価
値
を
手
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
つ
ま
り
、
持
取
を
で
あ
る
。

こ
う
し
て
資
本
家
は
資
杏

τ諸
制
し
て

い
く
。
そ
の
資
本
で
機
械
や
工
湯
を
大
き

く
し
て
い
け
ば
失
業
者
は
減
る
。
利
潤
は

労
働
力
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
か
ら
、
資
本

が
増
え
れ
ば

mえ
る
ほ
ど
、
労
働
力
の
ウ

エ
イ
ト
は
減
少
し
て
い
き
、
従
っ
て
利
潤

率
は
低
下
す
る
と
、
マ
ル
ク
ス
は
説
い
た
。

ニ
ュ
ー
ス
が
大
好
き
@
総
集
篇

/<;7/-7 

儲
か
ら
な
く
な
っ
た
資
本
家
た
ち
は
ど

う
す
る
か
。
労
働
行
か
ら
の
符
取
を
惚
め

る
か
、
資
源
と
労
働
力
を
求
め
て
外
凶
に

侵
出
す
る
し
か
な
い
。
と
い
う
わ
け
で
・
稲

図
宇
端
技
戦
争
が
起
こ
る
の
だ
。

お
り
し
も
、

ml次
附
伴
大
似
が
勃
発

し
、
次
い
で
、
情
川
町
山
は
悠
慌
に
け
比
銚
わ
れ

て
い
く
。
マ
ル
ク
ス
は
、
ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス

ば
り
の
予
言
者
だ
っ
た
、
と
い
う
わ
け
で

あ
る
。
そ
し
て
何
よ
り
、
マ
ル
ク
ス
の
主

践
が
ロ
シ
ア
を
は
じ
め
、
小
川
や

U
小平で

受
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
即
日
山
は
、
そ
れ
が

「
科
学
的
」
な
日
即
日
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
た
か
ら
、
と
柿
爪
氏
は
続
け
る
。

マ
ル
ク
ス
主
義
は
統
的
だ
け
で
な
く
、

佳
史
や
文
学
、
芸
術
、
川
門
限
切
校
制
に
い

た
る
ま
で
、
附
加
す
ゼ
ひ
と
つ
の
似
仰
で
ト

ー
タ
ル
に
説
明
で
き
た
。
川
徳
太
子
の
げ

か
ら
、
思
恕
を
輸
入
す
る
こ
と
に
削
れ
切

っ
て
い
た
日
本
人
は
、
す
べ
て
を
解
決
し

て
く
れ
る
あ
り
が
た
い
思
必
，か
ま
た
ひ
と

つ
や
っ
て
き
た
と
思
っ
た
。

れ
本
中
十
誌
が
山
山
米
か
か
っ
た
こ
ろ
の

M

本
は
、
貧
乏
な
人
々
が
多
く
て
、
資
本
家

反
対
の
叫
ぴ
は
ア
ピ
ー
ル
カ
が
あ
っ
た
。

労
働
力
も
人
間
性
も
、
す
べ
て
を
昨
わ
れ

た
あ
な
た
が
た
は
解
似
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
と
い
う
L

七日
以
が
、
人
々
を
魅
了

し
た
の
だ
。

い
い
こ
と
ず
く
め
の
よ
う
に
見
え
た
マ

ル
ク
ス
主
義
は
、。
冗
慢
で
絶
対
の
忠
忽
だ

っ
た
た
め
に
、
い
つ
の
間
に
か
現
災
と
か

け
綴
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
。
マ
ル

ク
ス
は
「
宗
教
は
民
衆
の
阿
片
だ
」
と
の

べ
て
い
た
の
に
、
当
の
マ
ル
ク
ス
士
事
務
が

「
O
Yか
ら
「
宗
教
」
に
裂
を
府
与
え
て
し
ま

った。科
学
と
は
何
だ
ろ
う
。

十U
い
知
子
制
で
は
、

W
H
m
は
、
氷
山
雌
不
滅

の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

ア
イ
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
が
別
れ
て
か
ら
の
、

加
川
紀
の
考
え
方
で
は
、
科
山

'fτr似
説
、
す

な
わ
ち
反
前
川
a

能
な
も
の
と
考
え
る
。
理

論
と
合
わ
な
い
別
尖
が
取
れ
れ
ば
、
則
論

を
川
悦
災
に
合
わ
せ
て
修
正
す
る
。

し
か
し
7
ル
ク
ス
主
必
は
、
則
一
論
と
合

わ
な
い
攻
災
が
現
れ
て
も
、
現
災
の
方
を

則
論
に
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
が
宗

教
で
な
く
て
な
ん
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の

J
A

m」
の
前
に
、
自
分
た
ち
の
税
災
を
無
視

さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
が
、
ソ
述
の
人
々
の

悲
劇
で
あ
っ
た
。

共
産
主
義
と
社
会
主
義
の
違
い
は

じ
ゃ
あ
、
地
尉
の
上
か
ら
赤
い
色
が
消

え
て
い
く
の
で
す
ね
、
礼
会
主
義
川
出
家
は

死
ん
で
し
ま
う
の
で
す
ね
と
件
起
な
質
問

を
し
て
し
ま
い
、
い
や
ち
ょ
っ
と
待
て
よ
、

共
同
胤
宇
一
義
と
社
会
主
義
の
迎
い
を
担
催
し

て
い
な
か
っ
た
、
と
赤
一陶
し
つ
つ
尋
ね
る
。

共
産
土
#
殺
は
、
私
有
財
産
を
否
定
す
る
。

計
会
キ
義
は
そ
こ
ま
で
般
的
情
で
は
な
い
が
、

所
得
総
差
な
ど
社
会
的
不
弔
等
を
そ
の
ま

ま
に
し
な
い
で
、
政
府
が
介
入
す
る
な
り

し
て
紛
者
を
救
済
し
、
不
平
等
を
是
正
し

よ
う
と
い
う
考
え
方
だ
。

そ
う
し
た
社
会
主
義
的
政
策
は
ケ
イ
ン

3

I

L

l

-
-

ズ
以
後
、
資
主
主
義
白
で
も
取
り
入
れ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
社
会
中
表
の
専
売
特

許
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
日
本
で

も
制
批
政
策
が
行
き
波
る
に
つ
れ
て
、
社

会
中
話
の
町
訟
は
色
あ
せ
た
。
労
働
者
も

学
生
も
、
も
う
そ
ん
な
も
の
を
信
じ
な
く

な
っ
た
。
い
ま
日
本
が
凶
際
社
会
か
ら
求
め
ら
れ

て
い
る
も
の
は
、
日
本
の
国
際
的
な
口
献

で
あ
る
。
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
、
各
国
が
統
J

叫
例
的
に
つ
な
が
っ
て
い

る
現
在
、
日
本
は
国
際
社
会
の
な
か
で
強

者
と
見
ら
れ
て
い
る
。
冷
戦
の
時
代
は
終

わ
り
、
ア
メ
リ
カ
は
も
う
日
本
を
守
っ
て

く
れ
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
な
に
か
が
へ
ン
だ
。

拠
る
べ
き
忽
必
も
な
に
も
な
く
て
、
へ
ら

へ
ら
生
き
て
し
ま
っ
て
い
い
の
か
と
、
ふ

と
喜
則
自
に
考
え
て
し
ま
う
。
怖
爪
先
生

は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
は
自
分
の
柄
引
を
映
し

出
し
て
鎗
証
す
る
鏡
で
あ
っ
た
と
い
っ
て

い
ま
す
よ
ね
。
そ
の
鋭
は
も
う
、
綴
れ
て

な

く

な

っ

て

し

ま

っ

た

と

?

間

z
 

「
僕
ら
は
賛
世
界
観
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
加

と
い
っ
た
限
鋭
を
か
け
て
世
の
中
を
見
て
一
叩

い
た
の
で
す
。
気
が
つ
け
ば
、
そ
の
限
鋭
山

は
い
び
つ
で
、
現
災
と
合
わ
な
く
て
、
鉛

m

党
や
鐙
気
楼
が
い
っ
ぱ
い
見
え
て
い
た
。
一
Ma' 

そ
れ
で
外
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
こ
ん
ど
は
ル

ピ
ン
ぼ
け
で
、
何
が
現
実
な
の
か
よ
く
わ
明

か
ら
な
い
。
で
も
も
う
、
別
の
眼
鏡
は
な
い
珂

の
で
す
か
ら
、
が
ま
ん
を
し
て
、
何
と
か
ピ
担

ン
ト
主
口
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
安
の
噺

見
亦
を
党
え
て
い
く
し
か
な
い
ん
で
す
」
一
一
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O
社
会
と
性

常
識
的
に
考
え
れ
ば
、
性
は
、
肉
体
を
備
え

た
一
方
の
個
体
と
、
肉
体
を
備
え
た
も
う
一
方

の
個
体
と
の
聞
の
、
直
接
的
関
係
の
こ
と
だ
。

性
の
領
域
は
、
社
会
の
中
の
相
対
的
に
自
立
し

た
、
部
分
的
な
空
間
だ
と
言
え
る
。
で
は
、
性

は
社
会
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
重
要
な
の

か
?
・

PP. 28-31 『一橋マーキュリーJ35号

そ
も
そ
も
個
体
を
再
生
産
し
な
け
れ
ば
社
会

が
成
り
立
た
な
い
。
だ
か
ら
性
は
、
社
会
を
基

礎
づ
け
る
も
の
な
の
だ
。

も
っ
と
も
、
た
だ
個
体
を
再
生
産
し
て
も
、

そ
れ
が
そ
の
ま
ま
社
会
を
再
生
産
し
た
こ
と
に

な
る
わ
け
で
は
な
い
。
社
会
の
構
造
を
再
生
産

し
な
け
れ
ば
だ
め
で
あ
る
。

昔
だ
っ
た
ら
、
元
気
な
男
と
女
が
結
持
し
て

子
供
を
産
ん
で
、
い
ろ
い
ろ
な
知
識
を
体
得
さ

せ
な
が
ら
養
育
す
る
。
そ
う
や
っ
て
、
労
働
力

や
社
会
の
構
造
を
再
生
産
す
る
の
が
主
要
な
や

l
'
J
Y
J
り
方
だ
っ
た
。
け
れ
ど
今
で
は
、
技
術
力
を
高

『
ヲ

A
4
J唱
も
一
、
，

t
o
h
F
'

℃
〆
一
h
・6度
化
し
て
，ゆ
け
ば
、
生
産
力
は
維
持
発
展
で
き

h
5
h
L
P
h
一

九

・

d'

刊，
Z

司

心、
沼

産

よ
万
U
教
育
が
社
会
の
再
生
産
に

必
要
と
な
っ
トて
ら
吋円
。
。
そ
の
た
め
、
社
会
の

占ふ

ωι
住
の
一内ハ
U
ィ
ト
は
相
対
的
に
ど
ん

ほ
と
ん
ど
佃
人
的

lib 

て
大
変
な
苦
労
を
し

に
な
る
。

ドし、

ィ家
族
が
市
場
か
ら
分
離
し
た
ま
ま

状
態
が
続
ん
と
は
思
え
な
い
。
む
し
ろ
、
今

モ
家
族
の
中
で
行
わ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
ら

て
き
だ
こ
と
を
も
っ
と
市
場
の
側
が
担
う
よ

う
に
な
る
の
じ
ゃ
な
い
か
。

で
は
、
市
場
が
家
族
の
持
つ
機
能
を
来
た
し

て
い
く
に
は
ど
う
い
う
条
件
が
必
要
か
。
ひ
と

つ
に
は
人
聞
が
一
人
ひ
と
り
で
暮
ら
し
て
い
っ

て
も
平
気
だ
と
い
う
ふ
う
に
物
的
環
境
が
変
化

す
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
子
供
を
出
産
す
る
こ

と
が
、
家
族
の
よ
う
な
生
活
単
位
の
問
題
で
は

な
く
な
る
。
こ
の
二
つ
の
条
件
の
う
ち
の
、
少

な
く
と
も
片
方
が
実
現
し
た
場
合
に
変
化
が
起

こ
る
と
思
う
。
実
際
、
物
的
環
境
は
一
人
で
生

活
し
て
も
あ
ま
り
困
ら
な
い
と
い
う
ふ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
好
余
曲
折
は
あ
る
に
し
て

も
、
長
期
的
に
見
れ
ば
、
近
代
家
族
の
・
中
で
な

け
れ
ば
生
活
で
き
な
い
、
不
自
由
す
る
と
い
う

状
態
は
解
消
さ
れ
つ
つ
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。

そ
う
す
れ
ば
近
代
家
族
を
営
む
か
ど
う
か
は
、

選
択
の
対
象
な
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ
れ
に
伴
う

規
範
・
性
別
分
業
に
必
然
性
は
な
く
な
っ
て
し

ま
う
。
例
え
ば
、
女
性
が
「
料
理
を
作
る
」
と

/タア1-7

な
間
組
、
め
い
め
い
の
晴
好
の
問
題
に
な
っ
て

ー
し
斗
手
つ
れ
~
。

O
市
場
と
ジ
エ
ン
ダ
l

の
変
質

い
ま
言
っ
た
「
生
殖
が
社
会
に
占
め
る
位

叩
山
」
と
い
う
の
は
長
い
目
で
見
て
言
え
る
話
な

の
だ
が
、
も
っ
と
短
い
期
間
で
考
え
る
と
「
市

場
の
在
り
方
」
が
性
の
社
会
的
位
置
を
変
化
さ

せ
て
い
る
。

現
在
、
人
間
の
再
生
産
は
近
代
家
肢
と
結
婚

と
い
う
制
度
に
よ
っ
て
営
ま
れ
て
い
る
わ
け
だ

が、

n
U
近
の
動
き
を
見
る
と
、
そ
ろ
そ
ろ
家
族

や
結
川
町
が
す
っ
か
り
非
制
度
化
さ
れ
て
い
く
可

来
橋爪大三郎

それは同時にひとりにされてしまうこと

りで、どこかもろさをたたえている。備

の周りlこはもうない。家族や結婚という

時期に差し出かりつつあるといわれてい

る幻想の変容さえいわれている。人間関

り得ないはずだし、それ自体ガ社会の在

る関係、とりわけ家族・結婚そして性別

な社会的位置におかれ、どこへ行こうと

伺つだ。

島区田在性愛の現
現代では、人は簡単|こひとりになれる。

でもある。人との関係は、感情だけガ頼

理や道徳で人を拘束する関係は、私だち

関係も例外ではありえず、 「再編成」の

る。さらには、それに伴い、異性愛を巡

係の在り方は社会の在り方と無縁では育

り万かもしれない。そこで、現代におけ

という「性愛」に関わるものガどのよう

いているのか。橋爪大三郎さんにお話を

か
い
う
規
範
の
必
然
性
は
ど
こ
に
あ
る
と
い
う

の
か
。
必
然
性
が
な
い
の
な
ら
、
規
範
を
拒
否

し
た
っ
て
か
ま
わ
な
い
。
現
に
そ
う
い
う
動
き

は
ど
ん
ど
ん
起
こ
っ
て
い
る
。
社
会
も
そ
れ
に

耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
思
う
ね
。

O
技
術
革
新
と
性
愛
の
未
来

一
二
世
紀
に
は
、
生
命
科
学
・
人
工
知
能
が

技
術
革
新
の
柱
に
な
っ
て
い
く
と
思
う
ん
だ
け

ど
、
こ
れ
ら
の
も
の
が
性
の
在
り
方
を
変
え
て

い
く
の
は
当
然
の
こ
と
だ
と
思
う
。
例
え
ば
人

工
知
能
の
技
術
が
発
達
し
て
く
る
と
、
機
械
が

人
間
の
言
葉
を
「
理
解
」
し
て
反
応
で
き
る
よ

、

能
性
も
考
え
た
方
が
い
い
、

き
て
い
る
。

近
代
家
族
は
、
ど
う
や
っ
て
生
ま
れ
た
か
。

そ
れ
は
社
全
が
、
人
間
を
再
生
産
す
る
た
め
の

セ
ク
シ
ョ
ン
(
家
族
)
と
、
物
的
な
再
生
産
の

た
め
の
セ
ク
シ
ョ
ン
九
市
場
)
と
が
完
全
に
分

離
し
て
、
そ
れ
ら
が
お
互
い
を
前
提
に
し
て

別
々
に
回
転
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
生
ま
れ

た
。
資
本
主
義
と
い
う
の
は
社
会
の
さ
ま
ざ
ま

な
プ
ロ
セ
ス
を
商
品
化
し
て
い
く
運
動
な
ん
だ

け
ど
、
市
場
に
の
せ
ら
れ
な
い
、
商
品
化
で
き

な
い
も
の
が
い
く
つ
か
あ
っ
て
、
性
・
人
間
の

再
生
産
な
ど
は
そ
う
い
う
も
の
だ
っ
た
わ
け
。

イ
テ
オ
ロ
ギ

l
の
上
か
ら
考
え
て
も
、
愛
情
と

か
性
と
か
は
経
済
的
な
対
価
を
求
め
る
も
の
で

は
な
く
て
、
そ
れ
自
身
が
目
的
で
あ
っ
て
、
川
県

俄
で
あ
る
。
だ
か
ら
尊
い
、
と
考
え
ら
れ
た
。

そ
こ
で
人
間
の
再
生
産
は
、
ず
っ
と
家
庭
の
巾
・

で
、
女
性
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
役

割
分
担
は
、
家
庭
と
市
場
が
分
離
す
る
以
前
の

伝
統
、
例
え
ば
農
村
で
行
わ
れ
て
い
た
引
女
の

、

伝
統
的
な
分
業
の
在
り
方
を
踏
襲
し
て
再
編
成

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
言
い

方
を
借
り
れ
ば
、
女
性
は
労
働
力
と
し
て
市
場

に
出
て
い
く
代
わ
り
に
男
性
を
市
場
に
送
り
出

と
い
う
段
附
ま
で

つR否、、7ん考ぜて女と男

う

に

な

り

、

そ

れ

ま

で

人

間

に

で

き

な

、日・

っ?

か
っ
た
サ

l
ヴ
ィ
ス
を
代
わ
っ
て
提
供
ず
る
よ

う
に
な
る
だ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
家
事
は
機

械
が
や
れ
ば
い
い
の
だ
か
ら
、
家
族
が
な
け
れ

ば
生
活
を
維
持
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
無
く

な
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
進
ん
で
機
械
が
も
っ
と

「
人
間
ら
し
く
」
な
れ
ば
、
そ
れ
を
性
愛
の
対

象
に
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
機
械
で
性
愛
を

疑
似
体
験
す
る
こ
と
が
可
能
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

あ
る
い
は
生
殖
技
術
が
ち
っ
と
進
め
ば
、
胎
児

を
母
体
の
外
で
育
て
る
の
が
当
た
り
前
に
な
る
。

生
殖
に
人
間
の
肉
体
が
占
め
る
比
亙
は
小
さ
く

な
っ
て
い
く
は
ず
だ
。

個
体
を
再
生
産
す
る
の
に
、
引
女
が
セ
ッ
ク

ス
す
る
し
か
な
い
か
ら
そ
れ
を
制
度
化
し
た
。

そ
れ
が
結
婚
だ
。
も
し
も
個
体
を
再
生
産
す
る

方
法
が
他
に
も
あ
れ
ば
、
現
在
の
よ
う
な
結
時
・

や
家
族
の
形
が
制
度
と
し
て
存
在
す
る
根
拠
は

な
く
な
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
制
度
は

み
ん
な
選
択
の
対
象
に
な
る
わ
け
だ
か
ら
、
今

の
ま
ま
が
い
い
と
思
う
人
が
そ
う
す
る
、
と
い

う
だ
け
の
話
に
な
る
。
結
婚
や
家
族
の
位
置
づ

け
が
変
わ
っ
て
く
る
の
は
当
然
の
こ
と
だ
と
思

う
ね
。
さ
ら
に
は
、
生
殖
技
術
が
、
性
別
と
い

う
制
度
の
根
拠
を
無
く
し
て
、
ま
っ
た
く
恋
立

，，~・・ J'"コZ

T守主定29 
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、集符
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的
な
区
別
に
す
る
可
能
性
だ
つ
で
あ
る
。

引
は
こ
う
だ
、

J
-

、
、
-
、

や
J
1
u
v

，Jl
v

火
は
こ
う
だ
と

い
う
社
会
的
な
区
別
は

ど
れ
ほ
ど
必
然
的
に

見
え
て
も
必
然
で
は
な
い
。

何
を
引
ら
し
い

女
ら
し
い
と
考
え
る
か
は
社
会
に
よ
っ
て
全
然

述、
7
。
男
女
の
述
い
は

か
な
り
の
部
分
レ
ッ

テ
ル
効
栄
と
い
う
か

川
川
川
町
と
し
て
孜
々
が
受

け
と
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

、
-
J
-

争

J

J

J

「
子
供
を
住

む
か

否
か
」

と
い
う
区
別
だ
け
が
性
別
の
抗

性
別
の
判
定
は

外
性
器
の
形
状
を

手
掛
か
り
に
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
わ
け
だ
が
、

終
的
な
根
拠
に
な
っ
て
い
る
。

ど
の
社
会
で
も
伝
統
的
に

そ
こ
で
判
定
さ
れ
て
い
る
の
は
将
米
の
山
住
の

可
能
性
の
有
無
な
ん
だ
な
。

だ
か
ら

出
産
が

肉
体
に
制
約
さ
れ
な
く
な
れ
ば

そ
う
い
っ
た

区
別
は
意
味
が
な
く
な
っ
て

m力
女
の
性
別
は

一
切
の
根
拠
を
失
っ
て
し
ま
う
と
考
え
る
の
が

正
し
い
。

自
分
が
何
者
で
相
手
は

も
ち
ろ
ん

も
の

と

は
、
三
万
年
前
か
ら
ち
っ
と
も
変
わ
っ
て
い
な

い
。
こ
れ
は
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
川
凶
で
は
な
い

か
ら
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
い
し
仙
慌
の
川
昭
で

み
の
ヲ
匂
。
情
報
が
限
ら
れ
て
い
て
誰
も
が
同
じ
よ
う
に

今
あ
る
秩
伴
、

発
想
し
て
る
場
合
は
、

人
1

あ
る

自
分
の
姿
以
外
の
も
の
を
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、

自
由
と
い
う
発
出
は
出
て
こ
な
い
。

向
山
と
い

、7
の
は
、

今
の
自
分
の
在
り
方
を
相
対
化
し
て
、

自
分
の
他
の
可
能
性
っ
て
も
の
が
見
え
て
き
た

争尤叶
・
・
』
、

ロ
μ
t
h
・

自
分
か
ら
存
わ
れ
た
そ
の
可
能
性
を
取

リ
戻
そ
う
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
必
づ
い
て
い

る
。
だ
か
ら
、

情
報
が
流
布
し
て
知
織
が
明
え

れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、

人
間
は
白
山
に
な

っ
て
い

く
と
い
う
命
題
を
た
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
も

t
レ
J
U
、
歴
史
と
い
う
形
で
過
去
の
知
識

・
情
報

時
間
が
経
て
ば

が
帯
制
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
、

人
間
は
自
由
を
欲
す
る
よ
う
に
な

経
つ
ほ
ど
、

る
。
こ
れ
は
不
可
逆
の
過
程
だ
、

と
言
え
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
。

た
だ
し
自
由
を
欲
す
る
だ
け
で
は
「
白
山
」

に
は
な
れ
な
い
。
自
由
と
い
う
の
は
、
単
独
で

成
り
立
つ
も
の
で
な
く
、
例
え
ば
市
場
な
り
議

会
な
り
投
票
な
り
、
人
々
が
勝
手
に
臼
分
の
選

択
を
し
て
も
全
体
と
し
て
う
ま
く
い
く
と
い
う

う
則
川
が
あ
る
佐
度
税
く
だ
ろ
う
。

た
だ
し

人
知
か
ら
性
別
が
な
く
な
り
性

'-h川井、山?でま、

i
t』
l

l

川
以
外
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
作
花
が
可
能

に
な
る
こ
と
も
考
え
て
お
い
た
ほ
う
が
よ
さ
そ

r
-

。

っ，
J
J、「

市
場
の
紅
り
方
」
や
「
仕
術
の
逃
凶
」

が将

.>1'-
(ま

で

側
々
人
の
性
に
附
わ
る
選
択
の
余
地
か
な

好
む
と
川
町
ま
ざ
る
と
に
問
わ
ら
ず

リ
広
が
る
と
思
う
。

し
て
ど
う
い
う
必
然
を
付
託
す
る
か
が

そ
う
す
る
と

J

そ司

川
べ
こ

ふけ
，

リ
心
恥
世
'
t
F

ゐ三
F

大
き

な
川
凶
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
a

性
の
矧
ほ
っ
て
い
う
の
は
悲
本
的
に

大
=11; 
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グ、
μ グヴJL，df〈を

制
皮
的
保
証
が
な
き
ゃ
駄

U
な
わ
け
。

+AF
、

i
f

め
?
Q

い

'H
山
と
い
う
の
は
、

も
し
か
し
た
ら
、

ひ

と
り
一
人
の
逃
択
の
州
結
を
服
収
す
る
構
造
を

必
要
と
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ア
メ
リ
カ
な

ら
ア
メ
リ
カ
っ
て
い
う
国
が
自
由
で
あ
る
た
め

そ
の
外
側
に
自
由
の
反
作
聞
を
附
収
す

る
桃
造
が
あ
っ
て
、
例
え
ば
そ
れ
は
自
然
環
境

と
か
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
み
た
い
な
伝
統
社
袋
、
貿

こ
ゐ
品
、

l

l

 

易
相
手
の
第
三
世
界
だ
っ
た
り
す
る
の
か
も
知

れ
な
い
。

白
山
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
も
の

と
と
ら
え
て
い
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
か
も
し
れ

で
も
白
山
を
上
凶
る
価
値
を
人
間
は
ま

こ
う
一一
一
一同
う
と
、

.‘、。

J
J
G
S
L
V
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か
り
メι、
寸

ま
で

つ
の
矛
盾
ひす
とる
つ‘論
は攻
j主が
おf剥l
み

もあ

わ
さ
っ
て
き
た
わ
け
だ
。

う
ひ
と
つ
は
必
然
。

必
然
と
い
う
の
は
選
択
の

範
囲
を
限
定
す
る
こ
と
。

例
え
ば
イ
ン
セ
ス
卜

タ
ブ
!
と
か
が
そ
う
。

選
択
が
あ
る
か
ら
こ

そ
必
然
が
存
花
す
る
の
で
あ
っ
て

そ
の
耐
万

が
折
り
況
な
っ
て
秋
山
町
を
形
成
す
る
。

こ
の
選

択
と
必
然
の
関
係
は
大
北
け
か
ら
変
わ
ら
な
い
。

た
だ

ど
う
い
う
と
こ
ろ
に

訴
の
選
択
を
ど

れ
だ
け
認
め
る
か
が

時
代
と
と
も
に
変
わ
っ

て
い
く
わ
け
。
孜
々
の
時
代
は
、

側
人
の
選
択

を
最
大
限
に
尊
重
し
よ
う
と
い
う
方
向
で
や
っ

て
い
る
わ
け
だ
け
ど

選
択
の
民
主
に
ど
う
い

う
必
然
の
要
素
を
も
っ
て
く
る
か
と
い
う
こ
と

が
非
常
に
立
ち
遅
れ
て
い
る
。

な
の
だ
か
ら
、

今
で
さ
え
そ
う

将
米
は
も
っ
と
問
題
に
な
る
は

ず
だ
。

O
自
由
は
必
然
か

、-
.、、-

+
J
J
J
 

人
間
が
白
山
を
欲
す
る
の
は

話
を

性
に
限
ら
な
く
て
も

か
、
と
思
う
。

な
ん
で
我
々
は
、

当
然
の
流
れ
じ
ゃ
な
い

佃
人
の
選
択
な
り
自
由
を

ど
ん
ど
ん
信
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

人
間

の
大
脳
の
生
理
的
な
メ
カ

ニ
ズ
ム
っ
て
い
う
の

れ
か
ら
発
明
し
な
い
と
は
言
え
な
い
。

d
u
tレ
J
U

白
山
が
良
く
な
い
け
叩
叶
い
を
生
み
、

服
史
的
に
限

m
介
の
あ
る
思
想
だ
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な

当
然
そ
れ
を
来
リ
結
え
て
い
か
な
け
れ

】
L

ギ」晶、

・4
4
'
v

・

特集

ば
な
ら
な
く
な
る
。

そ
れ
は
ど
う
い
う
ふ
う
に

し
た
ら
で
き
る
か
と
パ
う
と
、

1'1 
111 
グ)

組
処
、、

よ
り
悩
仙
引
け
，

あ
っ
た
情
報
を
充
分
防
ま
え
、

的
な
方
向
に
進
む
の
で
な
い
と
無
理
だ
ろ
う
3

偏
っ
た
情
報
の
上
で

「
こ
れ
が
伝
統
的
に
正
し

そ
こ
へ
析
し
い
山
知

い
ん
だ
」

と
一一一一M
っ
て
も
、

が
持
ち
込
ま
れ
れ
ば
、

そ
ん
な
も
の
は
出
さ
れ

て
し
ま
う
。

や
は
り
今
の
と
こ
ろ
山
山
を
卜
川

る
考
え
と
い
う
も
の
は
な
い
と
思
う
。

そ
れ
は

人
間
が
自
分
で
自
分
を
決
定
す
る
と
い
う
似
制

的
な
条
件
な
の
だ
か
ら
。

た
だ
し
白
山
と
い
う
も
の
に
は
内
符
が
な
い
。

だ
か
ら
、

制
約
を
逃
れ
る
、

つ
ま
j
'
l
ふ
リ
デ
並

'
t
g
l
t
-
J
L
7
勺

択
し
て
い
な
い
の
に
受
け
と
っ
て
し
ま
っ
た
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
か
ら
逃
れ
た
後
で
、

こ
ん
ど
は

自
分
が
何
者
で
あ
る
か
を
阿
弥
す
努
力
を
し
な
け

L
工、

，4a
‘.，‘. 

自
由
は
川
県
内
容
な
ま
ま
で
あ
る
。

逃
If 

る
時
は
共
闘
で
き
る
け
ど
、

一
人
違
う
ん
だ
か
ら
。

日
叩
り
道
は
ひ
と
リ



、，
A

・3

最
初
に
ま
ず
、
権
力
と
は
何
か
と
い
う
話
を
片
づ

け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
は
む
ず
か
し
い
問
題
な
ん
で
す
が
、
た
と
え

ば
こ
人
の
人
間
.
か
い
て
、
ひ
と
り
，
か
も
う
ひ
と
り
に

寸
こ
う
し
ろ
」
と
命
令
す
る
。
こ
れ
は
、
断
っ
て
も
い

い
は
ず
で
す
が
‘
な
ぜ
か
、
何
ら
か
め
事
情
で
そ
の

命
令
を
聞
か
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

と
き
、
そ
れ
は
権
力
だ
と
い
っ
て
い
い
.

で
は
ど
う
い
う
場
合
に
、
号
つ
い
っ
た
権
力
的
な

関
係
が
生
ま
れ
る
の
か
。
そ
れ
は
彼
ら
が
、
何
を
当

然
の
こ
と
と
考
え
、
前
提
と
し
て
い
る
か
に
よ
る
の

で
す
。
た
と
え
ば
、
自
分
た
ち
が
上
司
/
部
下
な
の

だ
と
.
二
人
が
考
え
て
い
る
、
な
ど
な
ど
。

社
会
は
、
必
ず
、
何
か
共
通
の
前
提
を
隠
し
て
い

る
ん
で
す
。
そ
の
前
提
を
「
現
実
」
と
呼
ぷ
な
ら
、

権
力
と
は
、
何
が
現
実
な
の
か
を
め
ぐ
る
争
い
で
あ

る
。
そ
し
て
ト
ラ
ン
プ
で
最
後
の
切
り
札
を
出
し
た

ほ
う
が
勝
ち
に
な
る
み
た
い
に
、
「
こ
れ
が
現
実
だ
」

と
み
ん
な
を
納
得
さ
せ
た
人
間
が
、
権
力
を
握
る
ん

で
す
。天
皇
は
、
古
く
か
ら
あ
る
日
本
の
権
力
で
す
。
よ

そ
の
国
だ
と
、
古
い
権
力
は
途
中
で
打
倒
さ
れ
、
新

し
い
か
た
ち
の
権
力
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
ん
だ
け

ど
、
な
ぜ
か
天
皇
は
、
断
絶
し
な
い
で
続
い
ち
ゃ
つ

た
。
い
ま
の
天
皇
は
、
何
の
実
権
も
な
く
て
、
権
力

に
関
係
な
い
み
た
い
で
す
け
ど
、
元
を
た
ど
れ
ば
ど

。。，nu nu pu 
，
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こ
ま
で
も
遡
れ
て
、
と
っ
て
も
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
(
原

始
的
)
な
段
階
に
ま
で
連
続
し
て
い
る
ん
で
す
ね
.

こ
う
い
う
権
力
は
、
世
界
で
類
例
が
な
い
・

天
皇
の
本
質
は
何
か
と
い
え
ば
‘
祭
司
で
す
・
古

代
宗
教
に
よ
く
あ
る
シ
ャ

l
マ
ン
み
た
い
な
も
の
。

穀
物
再
生
産
の
儀
式
を
司
る
の
が
・
天
皇
家
の
特
権

で
、
大
嘗
祭
や
新
嘗
祭
み
た
い
な
霊
要
な
儀
礼
も
み

ん
な
そ
の
た
ぐ
い
で
す
。
こ
れ
が
変
質
に
変
質
を
霊

ね
て
、
い
ま
の
象
徴
天
皇
制
に
た
ど
り
つ
い
た
。

武
士
が
天
皇
を
滋
〈
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
そ
う

し
た
変
質
の
ひ
と
つ
で
す
。

農
耕
民
は
土
地
争
い
の
果
て
に
、
武
力
を
持
つ
よ

う
に
な
り
、
武
士
団
を
形
成
し
ま
し
た
a

こ
の
支
配

地
域
が
、
関
東
か
ら
日
本
全
体
に
拡
大
し
て
い
く
.

そ
し
て
、
幕
府
政
権
去
作
り
、

8
0
0年
近
〈
日
本

を
支
配
し
た
の
で
す
が
、
天
皇
は
そ
こ
で
も
う
ま
〈

生
き
居
間
っ
て
い
っ
た
.

こ
れ
は
わ
り
あ
い
必
然
的
な
こ
と
だ
っ
た
と
因
。
う

ん
で
す
。
古
代
の
天
皇
政
権
は
、
『
古
事
記
』
『
日
本
書

紀
』
を
編
纂
す
る
過
程
で
、
日
本
中
の
神
4
と
う
ま

〈
渡
り
を
つ
け
て
し
ま
い
ま
し
た
か
ら
ね
。
武
士
の

よ
う
な
新
興
勢
力
も
、
八
幡
と
か
氏
神
と
か
の
宗
教

的
シ
ン
ボ
ル
を
動
員
の
手
が
か
り
に
し
よ
う
と
す
る

と
、
既
存
の
シ
ン
ボ
ル
秩
序
と
接
点
を
採
ら
吉
る
を

え
な
い
。
日
本
の
地
域
集
団
、
血
縁
集
団
、
職
能
集

団
、
軍
事
集
団
、
・
:
に
は
み
ん
な
、
そ
れ
ぞ
れ
神

r

-

v

り

1
.H

平
成
天
皇
が
即
位
す
る
と
、
日
本
は
敗
般
国
の
信

屈
か
ら
解
放
さ
れ
た
.
彼
は
、
即
位
の
礼
で
『
日
本

国
憲
法
を
守
る
」
と
醤
い
ま
し
た
.
昭
和
天
皇
は
、

日
本
国
憲
法
の
前
提
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
憲

法
が
平
成
天
皇
の
前
提
に
な
る
.
憲
法
の
規
定
す
る

と
お
り
の
円
環
関
係
が
生
ま
れ
ま
し
た
.

こ
れ
だ
け
情
報
が
発
達
し
た
今
日
、
天
皇
に
か
つ

て
の
よ
う
な
資
源
動
員
力
を
期
待
す
べ
く
も
あ
り
ま

せ
ん
。
天
皇
の
存
在
価
値
は
、
日
本
に
は
ど
れ
だ
け

変
化
し
て
も
変
わ
ら
な
い
原
点
が
あ
る
ん
だ
、
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
確
認
の
手
段
に
ま
す
ま
す
限
定
さ
れ
て
い
〈
は
ず

で
す
.
こ
れ
を
、
文
化
的
な
模
範
と
し
て
の
天
皇
、
と
考
え
て
も
い
い
.
か
つ
て
の
ミ
ツ
チ
l
プ
l
ム
は
、
恋
愛
結
婚
に
市
民

権
を
与
え
る
う
え
で
、
大
き
な
力
を
持
っ
た
。
天
皇
が
関
心
の
対
象
で
あ
り
つ
づ
け
る
の
は
、
わ
れ
わ
れ
が
そ
こ
に
模
範
を
見

ょ
う
と
す
る
か
ら
で
す
。

天
皇
の
歴
史
を
見
て
い
て
思
う
の
は
、
い
か
に
日
本
人
が
よ
る
べ
き
も
の
を
持
た
ず
、
外
国
か
ら
の
情
報
や
他
国
の
文
化
に

観
弄
さ
れ
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
な
に
か
日
本
に
固
有
の
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
伝
統
を
探
ろ
う
と
す
る
の
が

そ
も
そ
も
の
問
泣
い
.
む
し
ろ
振
り
返
っ
て
も
、
何
も
な
い
と
悟
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
そ
の
う
え
で
、
ま
ず
自
分
自
身
の
な
か

に
、
こ
れ
か
ら
の
世
界
を
生
き
る
ア
イ
デ
ア
を
探
す
。
集
団
で
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
採
さ
な
〈
て
も
、
自
分
だ
け
の
も
の
が

あ
れ
ば
い
い
.
こ
う
い
う
思
い
切
り
が
大
切
で
す
。
そ
こ
さ
え
ち
ゃ
ん
と
し
て
い
れ
ば
、
天
皇
の
あ
り
方
は
と
り
あ
え
ず
今
の

ま
ま
で
、
差
し
支
え
な
い
の
で
は
な
い
か
.

が
つ
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
関
係
を
解
読
す
る

機
能
を
‘
最
終
的
に
天
皇
が
鐙
っ
て
い
る
ん
で
す
.

日
本
の
権
力
者
が
、
何
か
と
い
う
と
天
皇
を
回
目
立

し
た
が
る
の
は
、
自
分
た
ち
が
日
本
人
だ
と
い
う
こ

と
を
認
め
合
う
儀
式
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
.
日
本

人
は
み
な
神
か
ら
生
ま
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
天
皇
は
そ
の
神
の
直
系
の
子
孫
。
天
皇
と
い
う

共
通
項
を
通
じ
て
、
日
本
人
は
神
と
つ
な
が
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
日
本
人
は
、
天
皇
を
共
に
穏
〈
こ
と

で
、
お
互
い
を
日
本
人
と
確
認
で
き
る
の
で
す
。
天
皇
は
、
日
本
人
に
共
通
の
前
提
を
与
え
る
た
め
の
象
徴
的
な
仕
か
け
に
な

っ
て
い
る
。

天
皇
に
は
実
体
が
あ
リ
ま
せ
ん
。
な
に
か
と
て
も
伝
統
的
な
存
在
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
、
よ
〈
考
え
て
み
る
と
あ
べ
こ

べ
だ
。
弥
生
時
代
の
あ
と
、
中
国
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
入
っ
て
く
る
と
、
い
ち
早
く
由
由
化
す
る
.
近
世
に
な
り
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
文
明
が
自
の
前
に
現
れ
る
と
、
今
度
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
指
向
に
な
っ
て
い
く
。
洋
服
を
渚
た
文
明
開
化
の
天
皇
は
、
尊
白
玉

派
の
日
本
主
義
者
を
切
捨
て
る
ん
で
す
.
こ
の
前
の
戦
争
だ
っ
て
そ
う
だ
。
反
省
し
た
天
皇
は
早
速
、
民
主
主
義
に
改
宗
す
る
。

要
す
る
に
天
皇
は
「
い
ち
早
く
改
宗
す
る
こ
と
に
よ
る
権
力
」
な
の
で
す
。
文
明
の
中
心
地
か
ら
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
お
り
、

つ
ね
に
中
心
地
と
連
絡
を
と
っ
て
い
て
、
そ
の
真
似
を
し
て
国
の
方
針
を
作
っ
て
い
〈
権
力
。

だ
か
ら
天
皇
は
、
厳
密
な
意
味
で
の
「
権
力
者
」
で
あ
り
え
な
い
.
権
力
者
が
必
要
と
す
る
共
通
了
解
を
日
本
人
に
与
え
、

信
じ
こ
ま
せ
る
た
め
の
メ
デ
ィ
ア
。
そ
れ
が
天
皇
な
の
で
す
.

f
2
 

天
皇
が
近
代
日
本
の
発
展
を
リ
ー
ド
す
る
二
と
が
で
き
た
の
は
、
資
源
の
動
員
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
た
と
え
ば
天

皇
の
名
に
お
い
て
、
人
的
資
源
(
兵
隊
)
を
動
員
す
る
こ
と
が
で
き
た
.
古
代
か
ら
召
集
権
は
天
皇
に
あ
っ
た
の
で
す
。
山
川

草
木
、
国
内
の
資
源
の
す
べ
て
に
対
す
る
潜
在
王
権
を
持
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
幕
府
に
集
ま
っ
て
い
た
武
士
た
ち
は
、

刀
を
捨
て
て
産
業
戦
士
に
な
り
ま
し
た
が
、
明
治
天
皇
は
そ
の
上
に
立
つ
、
資
本
家
た
ち
の
リ
ー
ダ
ー
に
変
身
し
た
・
そ
ん
な

彼
を
と
て
も
尊
敬
し
た
の
が
、
昭
和
天
皇
で
す
。

昭
和
天
皇
は
、
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
て
天
皇
の
地
位
に
あ
っ
た
、
希
有
な
天
皇
で
す
.
戦
前
は
大
日
本
帝
国
の
主
一
権
者
、
戦

f
a
 

後
は
民
、
王
日
本
の
象
徴
。
結
果
的
に
彼
は
、
日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
連
続
性
を
体
現
す
る
存
在
で
し
た
@
戦
勝
国
ア

-a
句

υ
k
dv
h

メ
リ
カ
は
天
皇
の
戦
争
責
任
を
追
及
し
な
か
っ
た
。
そ
の
ほ
う
が
、
日
本
は
う
ま
〈
治
ま
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
現
人
神
(
人

間
で
あ
り
か
つ
神
で
あ
る
)
な
ん
て
、
欧
米
人
の
感
覚
で
い
う
と
キ
リ
ス
ト
そ
の
も
の
.
こ
う
い
う
カ
リ
ス
マ
を
そ
な
え
た
人

物
を
う
っ
か
り
処
刑
し
て
、
そ
の
後
何
世
代
も
、
反
米
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
大
変
と
、
危
恨
し

た
に
違
い
な
い
。

;3/1， 17fl-7 

、

p
-

談
H
橋
爪
大
三
郎
(
社
会
内
主
唱
)
/
構
成
H
泉
岡
誠
(
編
集
者
)

. 
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[社会科学の全貌と社会学]

PP.67-71 「ガイドラインJ1991年12月号

社
会
学

社
会
の
根
本
原
理
に
挑
む

1I 

1I1 

II! 

変わる環境下の人間を捉える

1社会のしくみと現代:

8 

社会をどうっかお野ノ

社
会
全
体
を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

う
ま
く
捉
え
ら
れ
る
か
、
と
い
う
ご

質
問
な
の
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、
そ
も

そ
も
社
会
学
に
は
、
そ
れ
は
無
理
な

ん
で
す
。
高
校
生
は
、
あ
忍
学
問
を

や
れ
ば
、
た
と
え
ば
経
済
な
ら
経
済

学
を
や
れ
ば
経
済
の
こ
と
を
す
べ
て

19タ/ー 7

I ~うII~

貨幣媒介の経済学と「人と人との出会い」から

始まる社会学

{
 

ー

i
 

f
oi
e
 

-

4
人
と
人
と
が
出
会
う
と
と
か
ら
社
会
は
生
ま
れ
た
。
人
は
ど
う
し
て
社

会
を
作
っ
た
の
か
?

だ
と
言
っ
て
も
い
い
、
と
私
は
考
え

1

て
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
社
会
学

は
、
社
会
の
成
り
立
ち
に
関
わ
る
板

本
原
理
を
採
ろ
う
と
す
る
学
問
だ
か

ら
で
す
。
経
済
学
の
よ
う
に
お
金
と

い
う
媒
介
を
通
し
た
り
、
政
治
学
の

よ
う
に
選
挙
な
ど
を
通
し
た
り
し
て
、

語
れ
る
も
の
と
は
巡
っ
て
、
そ
う
い

う
も
の
で
は
見
え
て
こ
な
い
よ
う
な

も
の
を
対
象
に
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

わ
か
つ
て
し
ま
う
、
と
思
う
よ
う
で

す
が
、
実
際
に
は
経
済
学
を
学
ん
だ

か
ら
と
い
っ
て
経
済
の
す
べ
て
が
わ

か
る
わ
け
で
は
な
い
。
わ
か
ら
な
い

問
題
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
残
る
の

で
す
。じ
か
し
、
本
来
は
そ
れ
を
す
る
の

が
社
会
科
学
で
あ
り
、
そ
し
て
社
会

科
学
の
中
で
そ
う
し
た
全
体
性
に
一

番
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
の
が
社
会
学

H 

Lf 

1: I 

21世紀まで、あと残り 10年もない。この10年、おそらく、世界は、

日本は、そして、そんな環境とそこに生きる人間との関係は、急速

に変わっていくに遠いあるまい。自然環境IlU1也、民族問題、広がる

南北間格差、国際化・情報化・ハイテク化に併う生活環境の急激な

る変容……。 しかし、現在、社会を捉える手法は、対象により区切

られているため、まるごe1つの社会を学ぶこ とはできに〈い状況

にある。ここでは、そうはいいながらも、これまで‘の宇!llJ的手法の

流れを踏まえ、より広範な社会の現象へのアプローチをしてい〈に

どうすればいいかを、考えてみたい。は、

政治・経済・教育・・・社会的諸制度再編の中で

東京工業大学橋爪大三郎助教授社会科学の全貌と社会学 67 
現代を問う研究者たち ‘ 72 
近代化論、構造論、システム、階層論/アイデンティティ、コミュニケーション論/政治/経済・産業/国際化・異文化・宗教/情報化/高齢化/女性・

家族/教育/都市化・地域/ポップカルチュア(建築・テ'ザインl/メデfィアが生んだもう一つの「都市」東京大学吉見俊哉助教授 80/ブックカ'イ
ド82/現場の研究者からのメッセージ 86

充実の大学
大学ランキング 88/論文数 89/大学の特色 90

社
会
に
つ
い
て
の
学
問
と
い
う
と
、
手
っ
取
り
早
く
は
、

社
会
科
学
系
の
諸
ジ
ャ
ン
ル
と
な
ろ
う
。
中
で
も
、
経
済

学
は
、
そ
の
理
論
に
汎
用
性
と
統
一
性
を
も
っ
。
ま
た
社

会
学
は
、
原
初
的
な
社
会
の
あ
り
方
に
目
を
向
け
る
と
い

う
意
味
で
、
求
心
的
だ
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
に
も
、
長
所

は
あ
る
と
同
時
に
、
欠
点
も
あ
る
。
ニ
こ
で
は
、
『
現
代
思

想
は
い
ま
何
を
考
え
れ
ば
よ
い
の
か
片
買
段
と
し
て
の
社

会
科
学
」
と
い
っ
た
社
会
、
現
代
、
社
会
科
学
全
伎
に
関

わ
る
著
書
を
持
つ
社
会
学
者
橋
爪
大
三
郎
先
生
に
、
社

会
科
学
の
全
体
と
そ
の
中
で
の
社
会
を
捉
え
る
た
め
の
学

い
て
語
っ
て
頂
い
た
。

問
と
し
て
経
済
学
と
社
会
学
の
そ
れ
ぞ
れ
の
有
効
性
に
つ

学
問
は
対
象
と
方
法
か

一
緒
に
な
っ
て
発
展

つ
ま
り
直
接
約
な
言
葉
で
い
え
ば
、

生
身
の
人
間
と
人
聞
が
直
接
出
会
っ

て
社
会
が
で
き
て
い
く
、
そ
う
い
う

部
分
に
、
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
を
置
い

て
い
る
の
で
す
。

で
は
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
役
割

分
担
が
起
き
て
し
ま
う
の
か
と
言
え

G"C'J r:C:er~L-:C 66 

橋爪大三郎先生

ば
、
研
究
に
は
、
対
象
と
そ
れ
に
見

合
っ
た
方
法
論
と
が
あ
り
、
そ
れ
ら

が
一
体
化
し
た
形
で
展
開
す
る
か
ら

な
の
で
す
。
だ
か
ら
、
も
し
自
分
が

経
済
学
を
学
ぶ
と
言
え
ば
、
そ
れ
は

経
済
学
の
方
法
論
の
中
に
身
を
投
じ

る
こ
と
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ

て
わ
か
る
こ
と
だ
け
が
わ
か
る
。
決

し
て
ト
ー
タ
ル
に
社
会
を
わ
か
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。

67 Gu!~e!r.ne 
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社会のしくみと現代

の「
金
で担の
笠原
~I里

lま血は
震j自
象
化
し
や
す
い

そ
う
い
う
棲
み
分
け
み
た
い
な
と

こ
ろ
で
、
ど
う
い
う
方
法
が
一
番
有

効
だ
っ
た
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
経

済
学
で
し
た
。
お
金
と
い
う
の
は
現

代
社
会
の
す
べ
て
の
側
面
で
機
能
し

て
お
り
、
し
か
も
、
お
金
が
動
い
て

い
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
は
、
誰

も
が
と
り
あ
え
ず
は
理
解
で
き
る
こ

と
で
す
。
そ
の
上
そ
れ
は
非
常
に
抽

象
化
し
や
す
い
訳
で
す
。
そ
う
で
あ

る
の
に
、
そ
の
お
金
で
動
い
て
い
る

社
会
の
佐
組
み
は
複
雑
で
す
。
だ
か

ら
、
非
常
に
広
い
範
囲
の
こ
と
を
語

れ
る
わ
け
で
す
。
こ
の
よ
う
に
経
済

学
は
、
対
象
に
密
着
し
、
そ
し
て
そ

れ
に
ふ
さ
わ
し
い
数
学
と
い
う
方
法

経

を
持
つ
こ
と
で
、
著
し
く
進
歩
し
ま
臥
--A

ヲ
+
」
同
計
d

し
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
を
学
ぶ
時
聞

こ
と
は
、
非
常
に
有
効
な
わ
け
で
す
。
小

E
ヘ
後

し
か
し
欠
陥
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
開
城
を

ω

は
、
非
常
に
単
純
な
人
間
の
モ
デ
ル
楠
創
潮
社

を
想
定
し
た
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
駅
町
主
爪

と
い
う
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
学
問
本
懐
資

)

的
な
進
歩
が
著
し
い
た
め
、
精
紋
な
は
叡
済
を

体
系
を
ど
う
作
る
か
と
い
h

つ
こ
と
に
経
本
日
日

多
く
の
研
究
者
の
関
心
が
向
き
す
ぎ
山
初

て
い
る
き
ら
い
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
財
ほ
岩

済

で
使
う
数
学
は
、
経
度
に
高
度
な
も

V

政
治
学
者
は
そ
こ
ま
で
は
な
か
な
か

研
究
し
よ
う
と
し
ま
せ
ん
ね
。
そ
こ

は
む
し
ろ
社
会
学
に
下
駄
を
預
け
る

と
い
う
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

文
化
人
類
学
は
、二

1
三
年
で

論
文
は
雲
け
る

も
う
ひ
と
つ
、
社
会
科
学
に
は
有

力
な
方
法
論
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

自
分
た
ち
の
社
会
以
外
の
未
聞
社
会

を
対
象
と
す
る
こ
と
で
出
来
上
が
っ

た
人
類
学
で
す
。
実
は
こ
れ
は
結
構

生
産
性
が
高
い
ん
で
す
。
と
い
う
の

は
、
そ
こ
に
は
、
研
究
者
自
身
が
立

派
な
文
化
人
で
は
な
く
て
も
手
軽
に

使
え
る
よ
う
な
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ

れ
た
調
査
法
が
出
来
上
が
っ
て
い
る

た
め
で
す
。
そ
れ
は
機
能
主
義
と
い

う
も
の
な
ん
で
す
け
ど
、
親
族
を
調

社会のしくみと現代

V文化人類学の手法は案外易しい.
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の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
殺
で

も
理
解
で
き
る
と
い
う
状
況
で
は
な

く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

お
金
と
い
う
世
界
共
通
の
対
象
を
も

と
に
、
同
一
の
学
問
を
桃
築
す
る
た

め
、
世
界
中
の
研
究
者
た
ち
が
互
い

に
競
い
合
っ
た
か
ら
な
ん
で
す
。
そ

し
て
、
こ
の
よ
う
に
学
問
自
体
が
成

熟
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
経
済
学

と
い
う
枠
組
み
が
非
常
に
強
国
な
も

の
と
な
っ
て
、
学
者
の
自
由
が
あ
ま

り
効
か
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
市
場
原
理
の
板
底
を
支

え
て
い
る
よ
う
な
桝
造
、
資
本
主
畿

の
本
質
的
な
構
造
な
ど
に
は
彼
ら
は

あ
ま
り
目
を
向
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い

う
と
こ
ろ
は
難
し
い
の
で
成
果
を
出

し
に
く
い
で
す
し
、
加
え
て
、
そ
ん

=社会学の
対象

/人類学

図 10社会はどう促えられるか一一対象によって学問は異なる一一べ
た
り
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
交
換
方
法

を
調
べ
る
と
き
に
使
わ
れ
ま
す
。
だ

か
ら
き
ち
ん
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受

け
た
人
間
な
ら
、
二

1
三
年
現
地
調

査
す
れ
ば
必
ず
論
文
は
書
け
る
、
そ

う
い
う
学
問
な
ん
で
す
。
文
化
人
類

学
と
い
う
と
普
通
モ

l
ス
と
か
レ

ヴ
イ

H
ス
ト
ロ
ー
ス
と
か
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
彼
ら

は
小
説
と
か
エ
ッ
セ
ー
に
近
い
感
じ

l
il 
i
-
-

ill 

lil 
な
と
こ
ろ
に
関
わ
っ
て
い
る
と
、
高

度
な
数
学
に
も
追
い
つ
り
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
し
ね
。

経
済
学
は
枠
組
版
し
く
、
根
本

研
究
も
な
か
な
か
で
き
な
い

し
か
し
絞
務
学
者
の
中
に
も
、
そ

う
い
う
資
本
主
義
の
底
流
に
流
れ
る

災
の
梢
進
み
た
い
な
も
の
を
語
ろ
う

と
す
る
人
が
い
な
い
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
マ
ク
ロ
経
済
学

を
作
っ
た
ケ
イ
ン
ズ
の
後
さ
は
、
ま

さ
に
そ
こ
に
あ
っ
た
と
も
い
え
ま
す
。

例
を
挙
げ
る
な
ら
、
賃
金
の
下
方
硬

直
性
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り

ま
す
(
注

1
1
そ
こ
に
は
当
時
の
労

働
組
合
の
あ
り
方
や
イ
ギ
リ
ス
の
社

会
似
行
な
ど
に
対
す
る
深
い
洞
察
が

あ
っ
て
、
こ
れ
な
ど
笑
は
、
社
会
学

者
の
仕
事
な
わ
け
な
ん
で
す
よ
ね
。

日
本
に
お
い
て
も
森
嶋
過
失
さ
ん

な
ど
は
、
近
代
経
済
学
も
マ
ル
ク
ス

経
済
学
も
両
方
で
き
る
人
で
、
比
較

的
シ
ン
プ
ル
な
道
具
立
て
で
こ
れ
ま

で
の
学
説
を
整
理
す
る
よ
う
な
仕
事

を
し
て
い
る
。
い
わ
ば
そ
こ
で
は
経

済
学
を
越
え
た
社
会
科
学
全
体
に
関

わ
る
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
る
。
し

か
し
、
社
会
の
本
質
的
な
る
も
の
を

見
て
と
れ
る
よ
う
な
人
は
、
一
般
的

に
は
ひ
ど
く
優
秀
な
人
で
、
ほ
ん
の

よその社会

社会学の対象

作

隠れた献 しで社会学のI望論
(さまざまな現象の底に流れるもの)

宗教学自分の生きる社会で
古
い
て
い
て
、
決
し
て
こ
の
学
問

の
主
流
と
い
う
わ
り
で
は
な
い
ん
で

す。社
会
学
は
、
そ
も
そ
も
、

言
葉
に
限
界
も
・
.. 

|
た
ま
ご
が
先
か
、
に
わ
と
り
が
先
か

で
は
肝
心
の
社
会
学
で
す
が
、
社

会
学
は
か
わ
い
そ
う
な
こ
と
に
、
い

ま
言
っ
た
諸
学
問
に
、
自
に
つ
き
ゃ

11I 

ill 

1
，: ! 

一
部
の
人
に
し
か
す
ぎ
な
い
の
で
す

よ
。
だ
い
た
い
そ
う
い
う
人
は
、
若

い
う
ち
に
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
し
て
論

文
を
四

1
五
本
書
い
て
、
で
き
る
だ

け
短
期
間
で

p
-
H
・
D
を
と
っ
て
帰

国
す
る
、
と
い
っ
た
パ
タ
ー
ン
の
人

の
訳
で
す
よ
。
京
都
大
の
背
木
昌
彦

さ
ん
と
か
、
東
京
大
の
岩
井
克
人
さ

ん
と
か
市
場
経
済
の
底
流
を
流
れ
る

原
理
に
つ
い
て
の
仕
事
も
し
て
い
ま

す
が
、
共
に
そ
う
い
う
経
歴
で
す
。

と
に
か
く
、
経
済
学
の
場
合
、
簡
単

な
数
学
で
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
言
っ

て
も
、
立
派
な
業
績
を
収
め
た
人
で

な
い
と
な
か
な
か
信
用
さ
れ
な
い
。

そ
も
そ
も
経
済
学
と
い
う
の
は
明

快
な
世
界
で
、
研
究
者
の
ラ
ン
キ
ン

グ
な
ど
と
い
う
も
の
も
簡
単
に
、
出

来
上
が
っ
て
い
ま
す
。
初
期
の
人
で

言
え
ば
、
最
初
に
言
っ
た
森
嶋
さ
ん
、

そ
れ
か
ら
稲
田
献
一
さ
ん
、
次
に
二

階
堂
副
包
さ
ん
、
村
上
泰
亮
さ
ん
、

字
沢
弘
文
さ
ん
、
そ
し
て
根
岸
隆
さ

ん
と
い
っ
た
具
合
い
に
で
す
。

さ
ら
に
、
研
究
分
野
に
も
ラ
ン
ク

が
あ
っ
て
、
財
政
な
ど
応
用
経
済
学

よ
り
も
「
理
論
」
が
一
番
偉
い
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
経
済
学

の
枠
に
す
っ
ぽ
り
は
ま
っ
て
し
ま
う

と
、
生
き
生
き
と
し
た
関
心
で
具
体

的
な
社
会
の
現
実
に
向
か
っ
て
い
く

す
く
お
い
し
い
と
こ
ろ
を
み
ん
な
持
っ

て
い
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
で
も
、
残

り
の
部
分
に
も
ま
だ
ま
だ
お
い
し
い

と
こ
ろ
は
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
そ
こ
に
は
か
な
り
本
質
的

な
テ

l
マ
が
た
く
さ
ん
潜
ん
で
い
る

の
で
す
。

人
と
人
と
が
由
来
朴
に
出
会
う
。
そ

う
い
う
場
面
に
か
か
わ
る
事
象
は
、

考
え
れ
ば
た
く
さ
ん
あ
る
わ
け
で
す

か
ら
。
対
象
と
い
う
意
味
で
言
え
ば
、

集
団
と
か
組
織
・
階
層

・
都
市
・
農

村
・
犯
罪
な
ど
と
い
っ
た
問
題
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
そ
こ
か
ら
よ
り
突
っ

込
ん
だ
と
こ
ろ
に
は
、
個
人
の
行
動

の
原
理
な
り
集
団
誕
生
の
理
由
な
り

を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
と
い
う
テ
!

?
も
あ
り
ま
す
。
け
れ
ど
そ
う
い
っ

た
人
間
や
社
会
の
存
在
原
理
に
か
か

わ
る
よ
う
な
突
っ
込
ん
だ
研
究
は
非

常
に
難
し
い
。
な
ぜ
な
ら
人
間
は
、

、
.
実
は
、
社
会
の
な
い
状
態
な
ど
知
ら
・

な
い
か
ら
ど
う
し
て
も
人
間
を
社
会

的
存
在
と
考
え
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

で
も
実
は
、
社
会
は
、
人
聞
の
自
由

な
行
動
の
結
果
で
き
た
も
の
か
も
し

れ
な
い
。
ま
ず
人
聞
が
あ
っ
て
、
次

に
社
会
が
で
き
た
の
か
も
し
れ
な
い

の
で
す
よ
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
は
、
我
々

が
使
っ
て
い
る
言
葉
で
は
説
明
で
き

な
い
。
そ
れ
ら
は
、
ど
れ
も
集
団
の

II! の
は
、
な
か
な
か
大
変
な
の
で
す
。
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政
治
学
で
は
、
選
浩
一
d

か
ら

み
え
る
社
会
を
捉
え
る

そ
れ
で
は
政
治
学
は
ど
う
か
と
言

う
と
、
経
済
学
の
市
場
に
あ
た
る
中

心
的
テ
|
マ
は
、
政
治
学
で
は
選
挙

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
こ
の
選
挙
に

お
け
る
投
票
行
動
と
い
う
の
は
、
中

心
的
テ
!
?
で
あ
り
な
が
ら
、
結
局

は
そ
の
日
の
気
分
や
天
候
な
ど
に
左

右
さ
れ
る
非
合
理
な
も
の
な
の
で
経

験
的
研
究
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ず
、
経

済
学
で
や
っ
て
い
る
ほ
ど
の
抽
象
化

は
と
う
て
い
で
き
な
い
わ
け
で
す
。

考
え
て
み
れ
ば
わ
か
る
と
思
う
の
で

す
が
、
国
家
の
体
制
に
よ
っ
て
も
、

状
況
は
全
然
変
わ
っ
て
き
て
し
ま
い

ま
す
よ
ね
。
そ
れ
に
選
挙
に
大
き
な

意
味
が
あ
る
の
は
一
部
先
進
国
だ
け

で
、
そ
の
中
で
も
ソ
速
や
中
国
で
は

あ
ま
り
意
味
は
持
ち
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
政
治
学
が
国
際
化
す
る
の

は
困
難
で
す
し
、
さ
ら
に
一
国
の
中

で
も
、
幾
つ
か
の
派
閥
に
分
か
れ
て

し
ま
う
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

だ
か
ら
、
抽
象
化
で
き
な
い
と
い
う

点
で
は
社
会
学
に
近
い
で
す
。
し
か

し
政
治
的
人
間
行
動
の
裂
に
流
れ
て

い
る
も
の
を
研
究
し
て
も
、
簡
単
に

は
研
究
成
果
が
出
て
こ
な
い
の
で
、

中
で
、
意
味
役
割
が
決
ま
り
、
流
通

し
て
い
る
言
葉
ば
か
り
で
す
か
ら
。

つ
ま
り
す
で
に
秩
序
あ
る
世
界
の
言

葉
で
、
秩
序
が
ど
う
い
う
風
に
で
き

た
か
は
一
語
れ
な
い
。
だ
か
ら
す
ぐ
に
、

「
社
会
化
」
、
つ
ま
り
、
教
育
学
の
議

論
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す

(注

2
V

社
会
学
者

パ
l
ソ
ン
ズ
の
試
み

以
上
の
こ
う
い
う
論
点
に
関
し
て

は
、
パ

1
ソ
ン
ズ
と
い
う
人
が
、
学

説
史
上
非
常
に
大
き
な
位
置
を
占
め

て
い
ま
す
。
彼
は
、
社
会
と
無
関
係

図20社会学の出発点一一どうして社会は生まれたか一一

... 

囚はいちおう説羽できる。けれど固は因重宝である。
なぜならそれを語る言菜は社会に帰属するから。
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V変容する現代人の住環境も一つの研究対象だ。

に
存
在
す
る
人
聞
か
ら
出
発
し
て
、

社
会
秩
序
を
説
明
し
、
そ
う
い
う
視

点
か
ら
社
会
の
基
礎
理
論
を
つ
く
ろ

う
と
し
た
。
彼
は
、
秩
序
の
な
い
、

個
人
個
人
が
バ
ラ
バ
ラ
に
存
在
す
る

状
態
か
ら
社
会
が
生
ま
れ
る
、
そ
の

過
程
を
理
論
化
し
よ
う
と
し
、
ま
た
、

そ
う
し
て
出
来
上
が
る
シ
ス
テ
ム
の

中
に
、
政
治
学
や
経
済
学
も
位
置
づ

け
よ
う
と
考
え
た
ん
で
す
。
が
、
し

か
し
そ
こ
で
は
、
ま
ず
人
聞
が
い
て

次
に
社
会
が
で
き
た
の
か
、
社
会
が

き
た
株
式
の
持
ち
合
い
制
度
ゃ
、
競

争
入
札
の
時
の
談
合
な
ど
と
い
っ
た

業
界
の
暗
黙
の
制
度
な
ど
。
さ
ら
に

外
国
人
労
働
者
の
問
題
に
絡
む
出
入

国
管
理
法
、
そ
の
ほ
か
土
地
の
税
制

や
食
管
法
、
農
地
法
な
ど
。
ま
た
上

級
公
務
員
試
験
も
、
今
の
よ
う
に
各

省
庁
が
ば
ら
ば
ら
に
採
用
し
て
結
局

省
庁
間
の
縄
張
り
争
い
の
も
と
に
な

る
と
い
う
や
り
方
を
こ
の
ま
ま
に
し

て
お
い
て
良
い
の
か
、
と
い
う
問
題

が
あ
り
ま
す
。

実
は
こ
れ
ら
諸
制
度
は
、
戦
後
改

革
で
出
来
て
き
た
も
の
で
、
そ
れ
が

戦
後
日
制
年
を
経
て
今
で
も
生
き
て
い

る
の
で
す
。
し
か
も
そ
の
多
く
は
、

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
人
聞
に
な
れ
た
の

か
、
と
い
う
議
論
が
ご
っ
ち
ゃ
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

だ
か
ら
パ

1
ソ
ン
ズ
は
、
ラ
デ
ィ

カ
ル
派
や
ヒ
ツ
ピ

l
の
人
遠
か
ら
俺

た
ち
は
あ
ん
た
が
考
え
て
い
る
よ
う

な
、
社
会
シ
ス
テ
ム
の
一
部
な
ん
か

じ
ゃ
な
い
、
と
い
う
批
判
も
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
パ

l
ソ
ン
ズ
以
後

は
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
方
法
が

考
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
す
(注

3
1

笑
は
必
ず
し
も
日
本
が
当
事
者
と
し

て
作
り
あ
げ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ

れ
が
今
、
よ
う
や
く
崩
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
そ
う
い
う
時
、
社
会
学
は

効
力
を
発
郷
す
る
ん
で
す
。
と
い
う

の
も
社
会
学
は
一
貫
し
て
制
度
の
外

の
目
を
持
っ
て
い
る
た
め
で
す
。
だ

か
ら
、
制
度
の
中
の
問
題
点
が
み
え

る
た
め
、
そ
こ
に
生
き
る
大
多
数
の

人
び
と
に
、
そ
れ
を
気
づ
か
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
新
た
に
、
日
本
の
社

会
を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
今
、
社
会
学
を
学
ぶ
人
間
は
量

的
に
も
質
的
に
も
飛
躍
的
に
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
ん
で
す
。

経済学 祉会学

お金(市窃) 人と人との出会い{全体)

対象(素材) 11 11 

思想 汎用性の高い人間の行 害援な原理で人は動くと考

動原理に限定 える

記述の仕方 :~学という言語を用い、 国有な言語はもたす、

と 体系住のある理詩情築 対象も限定的でないため理

理詩情築 震としての油象住は低い

非常に学問的生産性は 学問的主産性は低いものの、

高く、また他学問への 変11~ :こ社会がある場合効

渡及もある。 カモ""湿する。

しかし、学問として 加えて、成勲度が低いた

特色 成熱してしまっている め、etEarはあり、また、
ため、研究の自由度は lつのアイデイアが函期的

低〈、また新たなアイ に字問在進歩させる場合も

ディアが出ても進多す ある。

る可能性は低い

/仇
表48経済学・社会学の長所・短所

1'1 

対
象
派
の
仕
引
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

と
同
じ

社
会
学
の
今
言
っ

た
よ
う
な
視
点

は
、
な
か
な
か
縦
し
い
け
れ
ど
、
笑

は
と
て
も
面
白
い
と
こ
ろ
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
形
式
で
は
も
は

や
説
明
し
き
れ
な
い
社
会
と
個
人
の

関
係
を
、
ど
う
や
っ
て
説
明
し
て
い

く
の
か
、
論
型
的
突
破
口
を
聞
く
に

は
ど
ん
な
道
具
立
て
を
用
意
し
た
ら

良
い
の
か
、
僕
な
ん
か
は
そ
れ
を
今
、

悩
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
こ
う
い
っ
た
型
論
派
は
、

社
会
学
者
全
体
か
ら
見
れ
ば
十
分
の

一
ほ
ど
だ
と
い
う
こ
と
は
知
っ
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
社
会
学
者
の

大
半
は
、
対
象
に
シ
ン
パ
シ

l

(共

感
)
を
も
っ
人
、
方
法
に
シ
ン
パ
シ
ー

を
持
つ
人
達
だ
か
ら
で
す
。

具
体
的
に
は
ど
ん
な
仕
事
を
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。
対
象
に
シ
ン
パ

シ
ー
を
持
つ
立
場
な
ど
は
、
実
は
調

査
型
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
仕
事
と

そ
う
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、

立
花
隆
さ
ん
の
田
中
角
栄
の
金
脈
の

研
究
や
脳
死
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
な

ど
は
非
常
に
優
れ
て
い
ま
す
し
、
猪

瀬
直
樹
さ
ん
の
「
ミ
カ
ド
の
肖
像
』

な
ど
も
怒
く
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
そ
れ

か
ら
バ
ー
ナ
ー
ド
の
よ
う
に
ず
っ
と

{
注
l
)
イ
ギ
リ
ス
は
労
働
組
合
が
強

い
の
が
特
色
で
あ
る
.
し
た
が
っ
て
、

一
度
賃
金
が
上
・
か
る
と
会
社
の
経
営

が
悪
く
な
っ

τも
労
働
者
は
す
ぐ
ス

ト
ラ
イ
キ
な
ど
す
る
手
だ
て
を
も
っ

て
い
る
た
め
、
賃
金
は
下
げ
ら
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
う
.
す
る
と
そ
こ
で

は
労
働
市
場
が
成
立
し
な
く
な
り
、

経
営
者
は
会
社
が
潰
れ
る
の
を
覚
悟

で
高
い
賃
金
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
う
.
サ
ツ
チ
ャ
ー
は
こ

こ
に
イ
ギ
リ
ス
病
の
銀
本
が
あ
る
と

考
え
、
労
働
組
合
潰
し
を
行

っ
た
の

で
あ
る
.

(注

2
)
物
理
的
に
存
在
す
る
人
問
、

例
え
ば
私
と
あ
な
た
.
し
か
し
、
私

が
「
あ
な
た
」
と
呼
ん
だ
瞬
間
、
あ

な
た
は
物
理
的
な
存
在
と
し
て
の
あ

な
た
で
は
な
く
な
り
、
社
会
関
係
の

一
員
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
.
我
々

が
使
っ
て
い
る

J

』
と
ぱ
・
を
使
う

以
上
、

こ
う
い
っ
た
原
理
的
主
制
約

か
ら
自
由
に
な
れ
な
い
.
と
い
う
の
:

は
、
こ
と
ば
は
、
社
会
関
係
の
中
で
、

そ
の
意
味
の
体
系
が
で
き
あ
が
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
.

(注

3
)
パ
l
ソ
ン
ズ
以
降
、
社
会
の

一
部
分
に
焦
点
を
当

τた
ミ
ク
ロ
な

研
究
が
大
き
な
流
れ
と
な
っ
た
.
も
つ

11 
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経
営
を
や
っ

て
き
た
人
が
『
組
織
論
』

を
退
聡
前
に
書
い
た
り
、
城
山
三
郎

の
よ
う
な
作
家
が
書
い
た
も
の
の
方

が
、
社
会
学
者
が
書
い
た
も
の
よ
り

ず
っ
と
面
白
か
っ
た
り
も
し
ま
す
。

学
者
に
は
、
そ
れ
を
股
業
に
し
て
し

ま
っ
た
が
ゆ
え
に
か
え
っ
て
現
実
社

会
の
感
覚
が
鈍
る
っ
て
い
う
限
界
が

あ
っ
た
り
す
る
ん
で
す
ね
。

け
れ
ど
も
こ
う
い
う
こ
と
は
、
超

一
流
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
ふ
つ
う

の
学
者
と
比
べ
る
か
ら
言
え
る
だ
け

で
、
長
年
一
つ
の
テ
!
?
に
こ
だ
わ
っ

て
い
る
学
者
で
な
け
れ
ば
絶
対
に
見

え
な
い
も
の
も
あ
る
。
だ
か
ら
ふ
つ

う
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
比
べ
た
ら
、

や
っ
ぱ
り
学
者
の
方
が
よ
く
や
っ
て

い
ま
す
。

関
口
か
広
く

生
の
情
報
か
得
ら
れ
る

社
会
学
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
経
済

学
ほ
ど
応
用
性
の
あ
る
理
論
を
も
っ

て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
成
熟
し
て

い
な
い
し
取
り
残
さ
れ
て
き
た
か
ら
、

課
題
は
考
え
れ
ば
た
く
さ
ん
あ
る
と

思
い
ま
す
し
、
も
し
、
誰
か
が
い
い

ア
イ
デ
ア
を
出
せ
ば
、
飛
躍
的
進
歩

も
可
能
で
す
。
だ
か
ら
そ
の
意
味
で
、

と
て
も
お
も
し
ろ
い
。
さ
ら
に
大
事

な
こ
と
は
社
会
学
に
は
い
ま
、
特
定

と
厳
密
に
個
人
の
経
験
に
立
脚
し
て

い
こ
う
と
す
る
現
象
学
的
社
会
学
、

人
類
学
の
流
れ
を
汲
ん
で
人
間
と
人

間
が
裸
の
関
係
で
ど
う
出
会
う
か
観

察
し
よ
う
と
い
う
エ
ス
ノ
メ
ソ
ド
ロ

ジ
l
、
人
と
人
と
の
問
の
行
為
を
も
っ

と
広
く
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
捉
え
、
社

会
の
成
り
立
ち
を
象
徴
的
な
つ
な
が

り
と
し
て
考
え
よ
う
と
い
う
シ
ン
ポ

リ
ッ
フ
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ニ
ズ
ム
な

ど
が
あ
る
.

し
か
し
社
会
を
マ
ク
ロ
な
、
よ
り

広
い
視
野
で
捉
え
よ
う
と
す
る
も
の

に
も
新
た
な
潮
流
が
生
ま
れ
た
。
構

造
主
義
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
る

と
か
、
パ

l
ソ
ン
ズ
の
流
れ
を
汲
む

ル
l
マ
ン
の
〈
意
味
の
シ
ス
テ
ム
鈴
v

な
ど
だ
.
ル

l
マ
ン
は
パ

l
ソ
ン
ズ

の
シ
ス
テ
ム
鈴
が
社
会
と
個
人
の
つ

な
が
り
方
を
機
械
的
に
と
ら
え
て
い

る
と
し
、
人
間
も
社
会
も
意
味
の
シ

ス
テ
ム
と
と
ら
え
る
べ
き
だ
と
、
魚

円

F.
計
力
学
や
目
新
し
い
怠
学
か
ら
の
ア

ナ
ロ
ジ
ー
(
類
推
)
を
つ
か
っ
て
、
短

鈴
を
進
め
て
行
っ

た
.

政
治
学
や
経
済
学
な
ど
、
す
で
に

確
立
し
た
学
問
に
対
抗
し
よ
う
と
す

れ
ば
、
こ
う
い
う
釘
力
を
せ
ぢ
る
を

え
な
か
っ
た
の
だ
.

11 j 

a

，

.

 

の
支
配
的
な
理
論
が
な
い
た
め
、
単

純
な
一
つ
の
物
の
見
方
を
押
し
つ
け

ら
れ
ず
、
絶
え
ず
広
い
視
野
で
も
の

を
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
経
済
学
な

ど
は
、
非
常
に
単
純
な
モ
デ
ル
か
ら

出
発
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
広
く
人

間
や
社
会
を
学
ぶ
た
め
の
入
口
の
学

問
と
し
て
は
、
社
会
学
は
う
っ
て
つ

け
だ
と
思
い
ま
す
よ
。
結
局
、
社
会

全
部
を
み
る
に
は
政
治

・
経
済
も
学

ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
前

に
ま
ず
生
の
情
報
に
触
れ
る
。
と
す

る
な
ら
ば
、
や
は
り
社
会
学
で
す
よ
。

だ
い
た
い
社
会
の
集
団
や
組
織
で
も
、

あ
る
一
定
の
割
合
で
そ
う
い
う
社
会

学
を
学
ん
だ
人
が
必
要
な
ん
で
す
。

そ
う
い
う
人
が
い
な
い
と
、
世
の
中

う
ま
く
い
か
な
い
。
経
済
学
や
経
営

学
を
学
ん
だ
人
ば
が
り
じ
ゃ
駄
目
な

ん
で
す
。
問
題
発
見
能
力
ゃ
、
人
聞

に
関
す
る
感
受
性
で
は
、
や
は
り
社

会
学
に
適
わ
な
い
は
ず
で
す
か
ら
。

Cukk!anc i!l 

制
度
改
革
が
活
発
な

時
代
で
あ
る
合
、
有
効

で
は
今
、
な
ぜ
社
会
学
か
と
い
う

と
、
現
在
か
な
り
本
質
的
な
と
こ
ろ

で
、
制
度
改
革
が
進
も
う
と
し
て
い

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
た
と
え

ば
政
治
で
は
選
挙
制
度
で
す
し
、
経

済
な
ら
証
券
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
で
出
て

は
し
づ
め
・
だ
い
さ
ぶ
ろ
う

昭
和
幻
年
特
奈
川
県
生
ま
れ
.
開

成
高
絞
卒
、
東
京
大
学
文
学

g
社
会

学
科
、
同
大
学
院
博
士
接
相
官
(
社
会

学
)
終
了
.
以
後
、
量
一所
属
で
、
執

筆
に
専
念
.
平
成
l
年
か
ら
、
現
職
.

専
門
瞥
執
筆
(
『
仏
敏
の
言
教
戦
略
」

(
勤
草
笹
房
)
な
ど
)
と
し
て
の
評
価
の

み
な
ら
ず
、
一
般
容
を
返
し
て
、
社

会
科
学
、
現
代
思
想
を
や
さ
し
〈
、

語
る
の
で
も
知
ら
れ
る
.
、
は
じ
め

τ

の
構
造
主
義
」
(
悶
叫
談
社
)
、「
現
代
思

想
は
い
ま
何
を
考
え
れ
ば
よ
い
の
か
」

(
勤
草
魯
房
三
宮
険
と
し
て
の
社
会

科
学
」
(
時
日
話
聞
社
)
な
ど
.
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